
山
口
市
城
の
角
筆
文
献

日
H

一
、
全
体
概
要
と
調
査
経
過

二
、
国
語
史
料
と
し
て
の
価
値

三
、
特
に
、
蘇
悉
地
掲
羅
供
養
法
平
安
中
期
角
筆
点
に
つ
い
て

［
附
載
］

山
口
市
域
の
角
筆
文
献
一
覧
　
（
所
蔵
別
）

）12（

小
　
林
　
芳
　
規

柚
　
木
　
靖
　
史

小
　
林
　
芳
　
規
　
　
藤
　
田
　
夏
　
紀

柚
　
木
　
靖
　
史
　
　
岩
　
川
　
直
　
子

豊
　
田
　
尚
　
子
　
　
岡
　
野
　
幸
　
夫



一
、
全
体
概
要
と
調
査
経
過

此
の
度
、
山
口
市
域
の
図
書
館
及
び
寺
院
経
蔵
か
ら
百
二
十
二
点
、
計
五
百
三

十
二
冊
の
角
筆
文
献
が
発
見
せ
ら
れ
た
。
そ
の
所
蔵
者
と
点
数
・
冊
数
と
は
次
の

よ
う
で
あ
る
。

竹
製
角
筆

木
製
角
筆

竹
製
角
筆

竹
製
角
筆

一
管

一
管

十
一
管

二
管

東
京
国
立
博
物
館
蔵

広
島
県
三
原
市
御
調
八
幡
宮
蔵

京
都
大
覚
寺
蔵

東
山
御
文
庫
蔵

山
口
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本

山
口
県
立
山
口
図
書
館
蔵
本

禅
昌
寺
蔵
本

東
福
寺
蔵
本

龍
蔵
寺
蔵
本

5

0

点

　

　

2

3

2

冊

5

9

点

　

　

2

4

2

冊

8

点

　

　

5

3

冊

4

点

　

　

4

冊

1

点

　

　

1

巻

そ
の
大
部
分
は
江
戸
時
代
の
木
版
本
や
墨
書
写
本
で
あ
り
、
そ
の
漢
文
の
本
文
の

字
句
を
読
解
す
る
に
当
っ
て
、
注
解
や
訓
点
の
仮
名
や
漢
字
等
を
、
行
間
や
上
欄

外
な
ど
の
空
自
部
に
、
角
筆
を
以
て
紙
面
を
凹
ま
せ
て
書
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

中
に
は
墨
書
の
給
の
下
書
き
に
角
筆
の
線
を
用
い
た
も
の
も
あ
る
。

此
の
度
発
見
し
た
角
筆
文
献
の
う
ち
、
特
筆
す
べ
き
も
の
に
、
龍
蔵
寺
蔵
の
平

安
中
期
十
世
紀
前
半
期
に
書
写
し
た
蘇
悉
地
掲
羅
供
養
法
巻
上
一
巻
も
あ
る
。
そ

の
経
文
を
読
解
し
た
結
果
を
訓
点
と
し
て
経
本
文
に
直
接
に
書
入
れ
て
い
る
が
、

そ
の
訓
点
が
角
筆
で
紙
面
を
凹
ま
せ
て
施
さ
れ
て
い
る
。
訓
点
の
仮
名
字
体
や
加

点
状
況
か
ら
見
て
、
寛
平
法
皇
の
加
点
に
擬
定
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
注
目
せ

ら
れ
る
新
資
料
で
あ
る
。

角
筆
文
献
と
は
、
角
筆
と
い
う
古
代
の
筆
記
具
で
紙
面
を
凹
ま
せ
て
文
字
や
給

な
ど
を
書
い
た
古
文
献
を
い
う
。
近
年
発
見
さ
れ
始
め
た
新
し
い
文
献
群
で
あ
る
。

角
筆
は
、
箸
一
本
の
形
で
長
さ
は
二
十
四
糎
余
を
基
準
と
す
る
。
象
牙
又
は
竹

又
は
木
で
作
り
、
一
方
の
先
端
を
削
り
と
が
ら
せ
、
こ
の
先
端
を
古
代
紙
の
紙
面

に
押
し
あ
て
紙
を
凹
ま
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
字
や
給
を
書
い
た
。
角
筆
の
遺

（1）

物
と
し
て
、
今
日
ま
で
に
次
の
五
種
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

象
牙
製
角
筆
　
　
　
一
管
　
　
三
重
県
桑
名
市
鎮
国
守
国
神
社
蔵

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
先
端
が
使
い
古
さ
れ
て
い
て
、
紙
面
を
押
し
凹
ま
せ

て
文
字
な
ど
を
書
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
中
で
も
、
御
調
八
幡
宮
の
木
製

角
筆
と
大
覚
寺
蔵
の
竹
製
角
筆
は
、
先
端
が
割
れ
て
ブ
ラ
シ
状
に
立
ち
上
り
、
そ

の
隙
間
に
古
代
紙
の
繊
維
を
多
数
付
着
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
顕
微
鏡
で
判
明
し
、

古
代
の
筆
記
具
で
あ
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
江
戸
時
代
の
学
者
は
、
「
漢
籍

の
句
読
を
人
に
授
け
る
際
に
、
書
中
の
字
を
指
す
の
に
用
い
る
も
の
」
と
大
方
が

説
き
、
「
字
さ
し
」
「
字
突
」
の
俗
称
ま
で
作
り
出
し
て
い
た
。
角
筆
文
献
の
存
在

そ
の
も
の
に
も
全
く
気
付
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

角
筆
文
献
は
、
三
十
年
前
の
昭
和
三
十
六
年
に
第
二
号
（
高
野
山
大
明
王
院
蔵

の
漢
書
周
勃
列
伝
、
平
安
中
期
十
世
紀
の
書
入
れ
）
が
発
見
さ
れ
て
以
来
、
平
成

四
年
二
月
末
の
現
在
ま
で
に
全
国
か
ら
六
百
六
十
三
点
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

紙
本
で
最
も
古
い
の
は
、
奈
良
時
代
の
正
倉
院
文
書
（
天
平
勝
宝
元
年
、
藤
原

仲
麻
呂
牒
）
　
で
あ
り
、
最
も
新
し
い
の
は
明
治
十
一
年
刊
の
木
版
木
「
劉
向
列
女

伝
」
（
広
島
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
　
で
あ
っ
て
、
こ
の
間
の
平
安
時
代
・
鎌
倉
時

代
・
室
町
時
代
・
江
戸
時
代
に
わ
た
っ
て
い
る
。

木
簡
の
板
面
を
凹
ま
せ
て
書
い
た
文
献
も
あ
り
、
木
簡
で
は
奈
良
時
代
の
平
城

京
出
土
だ
け
で
な
く
、
減
っ
て
藤
原
宮
か
ら
出
土
し
た
木
簡
に
も
、
角
筆
の
文
字

の
書
入
れ
逆
が
あ
る
。
中
国
大
陸
で
は
、
二
千
年
前
の
漢
代
の
木
簡
に
角
筆
の
書

入
れ
を
発
見
し
、
角
筆
の
源
が
中
国
大
陸
に
あ
る
こ
と
が
分
っ
た
。

国
外
で
は
、
中
国
の
他
、
ネ
パ
ー
ル
出
土
の
チ
ベ
ッ
ト
経
典
（
紙
本
）
に
チ
ベ
ッ

ト
文
字
を
角
筆
で
書
入
れ
た
文
献
も
、
近
時
、
発
見
さ
れ
た
。
チ
ベ
ッ
ト
文
化
圏

で
も
角
筆
の
使
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

角
筆
で
書
か
れ
た
文
献
の
内
容
は
、
わ
が
国
の
現
存
す
る
角
筆
文
献
に
つ
い
て
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見
る
と
、
漢
文
の
訓
点
と
し
て
書
き
込
ま
れ
た
も
の
が
多
い
が
、
そ
れ
以
外
の
内

容
の
文
献
も
次
々
と
発
見
さ
れ
て
い
る
。
r
伊
勢
物
語
」
　
の
鎌
倉
時
代
の
古
写
本

に
、
そ
の
注
釈
な
ど
を
口
頭
語
で
行
間
に
角
筆
で
書
入
れ
た
も
の
、
紙
背
の
白
紙

に
十
行
程
の
漢
文
の
文
章
を
書
い
た
も
の
　
（
こ
れ
は
一
見
し
て
白
紙
に
映
る
）
、

角
筆
で
書
い
た
鎌
倉
時
代
の
手
紙
、
鎌
倉
時
代
の
片
仮
名
交
り
文
、
宋
版
（
思
渓

版
）
　
r
大
般
若
経
」
　
の
五
百
二
十
七
帖
に
わ
た
っ
て
、
表
紙
や
本
文
中
の
余
白
な

ど
に
、
角
筆
で
鎌
倉
時
代
の
年
月
日
、
北
九
州
の
寺
社
名
、
そ
の
関
係
僧
名
（
五

十
数
名
）
、
そ
の
時
々
の
感
慨
の
文
言
、
連
歌
資
料
や
三
百
帖
を
越
え
る
各
種
の

給
な
ど
多
数
を
書
入
れ
た
も
の
な
ど
、
多
種
多
様
で
あ
る
。

わ
が
国
に
お
け
る
角
筆
の
使
用
地
は
、
京
都
や
奈
良
の
古
代
文
化
の
中
心
地
は

言
う
ま
で
も
な
く
、
北
は
青
森
県
弘
前
市
（
市
立
図
書
館
蔵
稽
古
館
版
）
　
か
ら
南

は
九
州
の
佐
賀
県
（
岩
蔵
寺
蔵
宋
版
大
般
若
経
な
ど
）
　
に
わ
た
り
、
日
本
の
各
地

に
及
ん
で
い
る
。
角
筆
が
、
古
代
の
筆
記
具
と
し
て
、
毛
筆
と
共
に
全
国
的
に
使

わ
れ
た
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
。

此
の
度
、
山
口
市
域
か
ら
大
量
に
発
見
せ
ら
れ
た
角
筆
文
献
は
、
そ
れ
ら
の
文

献
が
山
口
在
の
文
人
達
に
読
解
さ
れ
利
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
、

山
口
で
も
角
筆
が
広
く
使
わ
れ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
角
筆
が
地
方

で
も
広
く
使
わ
れ
た
こ
と
の
一
証
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

山
口
県
に
お
け
る
角
筆
文
献
の
存
在
は
、
既
に
萩
市
立
図
書
館
蔵
の
四
十
七
点
、

二
百
二
十
冊
と
、
宇
部
市
恒
石
八
幡
宮
蔵
の
角
筆
下
絵
の
『
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
』

絵
巻
二
巻
の
発
見
で
知
ら
れ
て
い
璽
萩
市
立
図
書
館
の
角
筆
文
献
は
平
成
二
年

二
月
の
調
査
、
恒
石
八
幡
宮
の
角
筆
下
絵
は
平
成
元
年
十
一
月
の
調
査
で
発
見
・

確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
萩
市
立
図
書
館
蔵
の
角
筆
文
献
に
は
、
萩
藩
が

藩
校
の
教
科
書
と
し
て
作
成
出
版
し
た
明
倫
館
版
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
明
倫
館

版
は
、
萩
市
立
図
書
館
の
他
に
も
、
山
口
大
学
附
属
図
書
館
、
山
口
県
立
図
書
館
、

（3）

他
の
山
口
県
下
の
諸
所
に
分
蔵
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
筆
者
（
小
林
）
　
は
、
こ
れ
ら
の
明
倫
館
版
に
角
筆
の
書
入
れ
が
あ
る

こ
と
を
予
想
し
、
そ
れ
ら
を
調
査
し
角
筆
の
文
字
の
有
無
を
確
認
す
る
機
を
得
た

い
と
願
っ
て
い
た
。
そ
の
試
行
と
し
て
、
所
用
で
山
口
市
内
の
美
術
館
に
赴
い
た

折
、
山
口
県
立
図
書
館
に
立
寄
り
、
そ
の
蔵
書
の
若
干
を
見
せ
て
頂
い
た
。
時
に

平
成
三
年
二
月
六
日
で
あ
っ
た
。
所
用
の
間
の
僅
か
な
時
間
で
あ
っ
た
た
め
に
、

調
べ
た
の
は
七
点
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
か
ら
二
点
計
十
六
冊
の
角
筆
文
献

を
発
見
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

こ
れ
が
切
掛
け
と
な
っ
て
、
同
三
年
夏
八
月
か
ら
平
成
四
年
二
月
に
わ
た
っ
て

本
格
的
な
角
筆
文
献
調
査
が
始
ま
っ
た
。
山
口
大
学
附
属
図
書
館
に
お
い
て
は
、

同
図
書
館
の
御
許
可
と
吉
田
秀
紀
課
長
、
安
田
浩
規
係
長
は
じ
め
関
係
各
位
の
御

厚
情
を
得
て
、
貴
重
書
庫
内
の
木
版
本
・
写
本
の
総
て
に
つ
い
て
一
冊
一
冊
、
一

貢
一
貢
を
点
検
し
て
角
筆
に
よ
る
書
入
れ
の
有
無
を
調
べ
た
。
又
、
山
口
県
立
山

口
図
書
館
に
お
い
て
も
同
図
書
館
の
御
許
可
と
樹
下
明
紀
参
考
課
長
は
じ
め
関
係

各
位
の
御
世
話
を
得
て
、
書
庫
内
の
木
版
本
と
写
本
の
総
て
に
つ
い
て
一
冊
一
冊
、

一
貫
毎
の
点
検
を
し
て
角
筆
の
書
入
れ
の
有
無
を
調
べ
た
。
一
方
、
市
内
の
寺
院

の
経
蔵
書
の
調
査
も
行
い
、
下
小
鯖
の
禅
昌
寺
、
大
内
御
堀
の
東
福
寺
、
吉
敷
の

龍
蔵
寺
、
黒
川
の
広
沢
寺
の
蔵
書
に
つ
い
て
角
筆
の
書
入
れ
の
有
無
を
調
べ
、
次

掲
の
よ
う
な
角
筆
文
献
を
発
見
し
た
。
こ
の
調
査
に
参
加
し
た
の
は
、
小
林
の
指

導
の
も
と
、
広
島
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
の
大
学
院
生
及
び
学
部
生

で
、
左
の
諸
君
で
あ
る
。

大
学
院
生
　
柚
木
靖
史
・
粟
竹
民
・
豊
田
尚
子
・
藤
田
夏
紀
・
岩
川
直
子
・

岡
野
幸
夫

学
部
学
生
　
三
宅
且
晃
・
小
田
明
子
・
山
田
千
鶴

岩
城
裕
之
・
白
井
大
介
（
上
の
二
名
は
教
育
学
部
学
生
）

調
査
に
は
、
柚
木
靖
史
君
が
中
心
に
な
っ
て
事
に
当
っ
た
。
具
体
的
な
、
調
査
日

程
と
調
査
図
書
館
・
寺
院
、
及
び
調
査
参
加
者
、
並
び
に
角
筆
文
献
の
発
見
状
況

は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
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〇
第
一
回
　
平
成
三
年
八
月
二
十
日
よ
り
八
月
二
十
二
日
ま
で

［
調
査
図
書
館
］
山
口
大
学
附
属
図
書
館
・
山
口
県
立
山
口
図
書
館

［
調
査
者
］
　
　
柚
木
靖
史
、
豊
田
尚
子
、
藤
田
夏
紀
、
岡
野
幸
夫

［
発
見
点
数
］
　
山
口
大
学
附
属
図
書
館
よ
り
3
0
点
、
山
口
県
立
山
口
図
書
館

よ

り

4

5

点

〇
第
二
回
　
平
成
三
年
九
月
二
十
一
日

［
調
査
寺
院
］
　
東
福
寺

［
調
査
者
］
　
　
柚
木
靖
史
、
粟
竹
民
、
岡
野
幸
夫

［
発
見
点
数
］
　
4
点
　
（
い
ず
れ
も
写
本
）

〇
第
三
回
　
平
成
三
年
九
月
二
十
五
日

［
調
査
寺
院
］
　
禅
昌
寺

［
調
査
者
］
　
　
柚
木
靖
史
、
岩
川
直
子

［
発
見
点
数
］
　
6
点

〇
第
四
回
　
平
成
三
年
九
月
二
十
七
日

［
調
査
寺
院
］
　
龍
蔵
寺

［
調
査
者
］
　
　
柚
木
靖
史
、
三
宅
且
晃

［
発
見
点
数
］
　
1
点
　
（
蘇
悉
地
掲
羅
供
養
法
）

〇
第
五
回
　
平
成
三
年
十
月
三
日
よ
り
十
月
五
日
ま
で

［
調
査
図
書
館
・
寺
院
］
山
口
大
学
附
属
図
書
館
、
山
口
県
立
山
口
図
書
館
、

龍
蔵
寺

［
調
査
者
］
　
　
小
林
芳
規
、
柚
木
靖
史
、
豊
田
尚
子
、
岡
野
幸
夫

［
発
見
点
数
］
　
迫
調
査
に
よ
り
、
山
口
大
学
附
属
図
書
館
よ
り
2
0
点
、
山
口

県
立
山
口
図
書
館
よ
り
8
点
を
新
た
に
発
見

〇
第
六
回
　
平
成
三
年
十
一
月
九
日

［
調
査
寺
院
］
　
広
沢
寺

［
調
査
者
］
　
　
柚
木
靖
史
、
小
田
明
子

［
調
査
内
容
］
　
応
永
書
写
大
般
若
経
の
調
査
、
角
筆
の
書
入
れ
を
認
め
ず
。

〇
第
七
回
　
平
成
三
年
十
二
月
四
日

［
調
査
図
書
館
］
山
口
大
学
附
属
図
書
館

［
調
査
者
］
　
　
柚
木
靖
史

［
調
査
内
容
］
　
迫
調
査

〇
第
八
回
　
平
成
三
年
十
二
月
八
日

［
調
査
図
書
館
］
山
口
県
立
山
口
図
書
館

［
調
査
者
］
　
　
柚
木
靖
史

［
調
査
内
容
］
　
迫
調
査

〇
第
九
回
　
平
成
三
年
十
二
月
九
日

［
調
査
図
書
館
］
　
山
口
大
学
附
属
図
書
館

［
調
査
者
］
　
　
柚
木
靖
史

［
調
査
内
容
］
　
迫
調
査

〇
第
十
回
　
平
成
三
年
十
二
月
十
一
日

［
調
査
寺
院
］
　
禅
昌
寺

［
調
査
者
］
　
　
柚
木
靖
史
、
岩
城
裕
之

［
発
見
点
数
］
　
追
調
査
に
よ
り
、
2
点
を
新
た
に
発
見

〇
第
十
一
回
　
平
成
三
年
十
二
月
十
五
日
よ
り
十
六
日
ま
で

［
調
査
図
書
館
］
山
口
大
学
附
属
図
書
館
、
山
口
県
立
山
口
図
書
館

［
調
査
者
］
　
　
柚
木
靖
史
、
三
宅
且
晃
、
山
田
千
鶴
、
白
井
大
介

［
発
見
点
数
］
　
追
調
査
。
山
口
県
立
山
口
図
書
館
よ
り
1
点
を
新
た
に
発
見

〇
第
十
二
回
　
平
成
四
年
一
月
八
日

［
調
査
図
書
館
］
山
口
大
学
附
属
図
書
館

［
調
査
者
］
　
　
柚
木
靖
史
、
岡
野
幸
夫

［
調
査
内
容
］
　
追
調
査

〇
第
十
三
回
　
平
成
四
年
一
月
十
三
日

［
調
査
寺
院
］
　
龍
蔵
寺

［
調
査
者
］
　
　
柚
木
靖
史
、
豊
田
尚
子
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［
調
査
内
容
］
　
追
調
査

〇
第
十
四
回
　
平
成
四
年
一
月
二
十
日
よ
り
二
十
四
日
ま
で

［
調
査
寺
院
等
］
龍
蔵
寺
（
一
月
二
十
日
、
二
十
一
日
）
、
山
口
大
学
附
属
図

書
館
（
一
月
二
十
二
日
よ
り
二
十
四
日
）

［
調
査
者
］
　
　
柚
木
靖
史
、
豊
田
尚
子

［
調
査
内
容
］
　
追
調
査

〇
第
十
五
回
　
平
成
四
年
一
月
二
十
七
日
よ
り
二
十
九
日
ま
で

［
調
査
寺
院
等
］
禅
昌
寺
（
一
月
二
十
七
日
）

山
口
県
立
山
口
図
書
館
（
一
月
二
十
八
日
、
二
十
九
日
）

［
調
査
者
］
　
　
柚
木
靖
史
、
岩
川
直
子
、
豊
田
尚
子
、
藤
田
夏
紀
（
二
十
八

日
、
二
十
九
日
参
加
）

［
調
査
内
容
］
　
追
調
査

〇
第
十
六
回
　
平
成
四
年
二
月
一
日
よ
り
三
日
ま
で

［
調
査
図
書
館
］
山
口
県
立
山
□
図
書
館
（
一
日
、
二
日
）

山
口
大
学
附
属
図
書
館
（
三
日
）

［
調
査
者
］
　
　
柚
木
靖
史
、
豊
田
尚
子

［
発
見
点
数
］
　
追
調
査
。
山
口
県
立
山
口
図
書
館
よ
り
1
点
を
新
た
に
発
見

〇
第
十
七
回
　
平
成
四
年
二
月
五
日

［
調
査
寺
院
］
　
龍
蔵
寺

［
調
査
者
］
　
　
小
林
芳
規
、
柚
木
靖
史
、
豊
田
尚
子

［
調
査
内
容
］
　
追
調
査

〇
第
十
八
回
　
平
成
四
年
二
月
十
九
日
よ
り
二
十
日
ま
で

［
調
査
寺
院
等
］
山
口
県
立
山
口
図
書
館
、
乗
福
寺

［
調
査
者
］
　
　
柚
木
靖
史
、
豊
田
尚
子

［
発
見
点
数
］
　
迫
調
査
。
山
口
県
立
山
□
図
書
館
よ
り
2
点
を
新
た
に
発
見

右
の
よ
う
な
調
査
の
結
果
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
百
二
十
二
点
、
計
五
百
三
十

二
冊
の
角
筆
文
献
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二
、
国
語
史
料
と
し
て
の
価
値

山
口
市
域
か
ら
発
見
さ
れ
た
角
筆
文
献
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
国
語
史
の
研
究

資
料
と
し
て
の
視
点
を
中
心
に
、
所
蔵
別
に
眺
め
る
こ
と
に
す
る
。

一
、
山
口
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
山
口
大
学
附
属
図
書
館
の
蔵
書
の
中
か
ら
、
角
筆
文
献

が
五
十
点
、
計
二
百
三
十
二
冊
と
い
う
大
量
に
発
見
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
江
戸
時

代
の
木
版
本
で
、
そ
の
漢
文
本
文
の
漠
字
句
を
訓
読
し
た
り
注
解
し
た
り
す
る
た

め
に
、
そ
の
行
間
や
上
欄
外
な
ど
の
白
紙
部
分
に
角
筆
で
紙
面
を
凹
ま
せ
て
、
仮

名
や
漢
字
な
ど
を
書
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
蔵
書
の
内
訳
は
、

毛
利
就
挙
公
寄
贈
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
点
、
　
計
四
十
九
冊

「
周
防
国
明
倫
館
図
書
印
」
の
あ
る
も
の
　
　
六
点
、
　
計
二
十
八
冊

「
明
倫
館
印
」
の
あ
る
も
の
　
　
　
　
　
　
　
十
点
、
　
計
八
十
六
冊

山
根
信
太
郎
氏
寄
贈
書
　
　
　
　
　
　
　
　
十
八
点
、
　
計
三
十
八
冊

景
山
家
文
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
点
、
　
計
十
四
冊

そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
点
、
　
計
二
十
八
冊

の
よ
う
で
あ
る
。
毛
利
就
挙
公
寄
贈
書
が
毛
利
家
に
伝
来
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
く
、
「
周
防
国
明
倫
館
図
書
印
」
を
持
つ
蔵
書
は
、
山
口
明
倫
館

に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
「
明
倫
館
印
」
の
あ
る
も
の
も
山
口
に
係
る
も
の
で

あ
る
。
又
、
山
根
信
太
郎
氏
寄
贈
書
に
は
、
次
の
よ
う
な
山
口
に
係
る
こ
と
を
示

す
墨
書
が
あ
る
。

「
萩
河
添
中
千
志
賀
姓
」
「
志
賀
蔵
書
」
（
1
8
班
小
学
、
文
政
十
二
年
刊
）

「
本
町
山
根
義
亮
什
物
」
（
2
1
語
易
経
再
刻
後
藤
点
、
江
戸
後
期
刊
）

「
萩
河
添
本
丁
山
根
什
物
」
（
2
6
詩
経
、
江
戸
後
期
刊
）

景
山
家
文
書
に
も
、
次
の
朱
書
が
あ
る
。

「
山
口
県
豊
浦
郡
吉
見
村
士
族
／
林
直
幸
」
（
1
9
論
語
、
江
戸
初
期
刊
、
2
0

中
庸
章
句
、
江
戸
中
期
刊
）

5
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こ
れ
ら
の
朱
・
墨
書
の
書
入
れ
に
は
明
治
時
代
に
な
っ
て
書
入
れ
た
も
の
も
あ
る

が
、
こ
れ
ら
の
書
物
が
、
山
口
の
関
係
者
の
間
に
伝
来
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の

で
あ
り
、
従
っ
て
、
角
筆
も
山
口
で
使
用
さ
れ
、
角
筆
の
文
字
も
そ
こ
で
書
入
れ

ら
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
墨
書
の
書
入
れ
が
角
筆
の
文
字
の
上
か
ら

重
苦
さ
れ
て
い
る
所
で
は
、
そ
の
こ
と
か
ら
確
か
め
ら
れ
る
。
そ
の
墨
書
に
は
、

次
の
よ
う
に
、
書
入
れ
の
年
時
を
記
し
た
も
の
も
あ
る
。

「
文
政
丙
成
秋
九
月
　
男
延
光
謹
書
」
　
（
1
皇
朝
史
略
、
江
戸
後
期
刊
、
2

皇
朝
史
略
、
江
戸
後
期
刊
）

「
正
月
吉
旦
三
戸
姓
」
「
三
戸
什
物
」
（
1
5
孝
経
大
義
、
江
戸
中
期
刊
）

「
松
林
山
蔵
書
／
文
化
丙
寅
歳
求
之
」
（
3
3
詔
易
経
後
禁
、
江
戸
後
期
刊
）

「
天
保
十
二
年
辛
丑
初
春
再
刻
」
（
3
9
詔
易
経
、
書
経
、
祀
記
、
春
秋
改
点
、

江
戸
後
期
刊
）

山
口
大
学
附
属
図
書
館
蔵
の
角
筆
文
献
の
五
十
点
は
、
漢
籍
が
四
十
五
点
、
国

書
が
五
点
で
あ
る
。
漢
籍
は
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
刊
の
「
甜
春
秋
集
註
」

を
は
じ
め
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
再
刻
の
「
十
八
史
略
」
ま
で
、
易
経
・
書
経
・

詩
経
・
春
秋
左
氏
伝
・
祀
記
・
論
語
・
孝
経
大
義
・
孝
経
新
註
・
大
学
・
中
庸
・

史
記
論
文
・
漠
書
評
林
・
後
漢
書
・
宋
名
臣
言
行
録
・
資
治
通
鑑
・
孟
子
・
文
選

六
臣
註
・
文
選
正
文
・
古
文
真
宝
後
集
・
近
思
録
・
小
学
・
蒙
求
等
に
広
く
わ
た
っ

て
い
る
。
国
書
は
、
皇
朝
史
略
・
日
本
外
史
補
・
皇
朝
戦
略
編
・
赤
穂
四
十
七
士

伝
で
あ
る
が
、
こ
の
種
の
国
書
に
角
筆
の
書
入
れ
が
認
め
ら
れ
た
の
は
初
め
て
で

あ
る
。角

筆
の
文
字
は
、
墨
書
や
朱
書
と
異
な
っ
て
色
が
無
く
凹
み
で
あ
る
か
ら
目
に

付
き
難
く
、
そ
の
上
、
長
い
年
月
の
間
に
凹
み
も
薄
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
一
層

読
解
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
こ
の
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
角
筆
文
献
も
そ
の
存
在
が

今
ま
で
気
付
か
れ
ず
に
今
日
に
至
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

今
回
の
調
査
で
読
解
す
る
こ
と
が
出
来
た
角
筆
の
文
字
に
つ
い
て
、
学
術
上
、

特
に
国
語
学
の
上
か
ら
そ
の
資
料
価
値
に
つ
い
て
若
干
述
べ
て
み
る
。

角
筆
の
文
字
は
、
凹
み
で
あ
る
か
ら
目
立
ち
に
く
く
目
に
訴
え
る
こ
と
が
弱
い
。

従
っ
て
メ
モ
に
適
す
る
。
あ
く
ま
で
も
一
時
的
で
あ
っ
て
将
来
に
わ
た
っ
て
長
く

保
存
さ
れ
る
こ
と
も
意
図
さ
れ
ず
、
私
的
で
あ
る
。
毛
筆
の
文
字
が
表
記
規
範
に

強
く
拘
束
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
そ
の
規
範
の
埼
外
の
現
象
が
表
わ
れ
易
い
。
山

口
大
学
附
属
図
書
館
の
角
筆
文
献
に
つ
い
て
も
同
断
で
あ
る
。
表
記
面
で
い
え
ば
、

当
時
、
漢
文
の
訓
点
に
は
片
仮
名
を
用
い
る
の
が
墨
書
（
訓
点
附
刻
木
版
も
同
じ
）

の
場
合
の
伝
統
的
な
規
範
で
あ
る
が
、
角
筆
の
訓
点
の
仮
名
で
は
、
そ
れ
に
反
し

て
、
次
の
よ
う
に
平
仮
名
を
使
い
、
片
仮
名
と
交
え
用
い
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

「
笹
三
野
（
羞
慧
語
道
春
点
、
寛
政
年
間
刊
）

「
不
レ
テ
レ
経
」
の
上
欄
「
つ
ね
に
を
い
て
せ
」
（
2
7
甜
捌
大
学
再
刻
後
藤
点
、

江
戸
後
期
刊
）

音
韻
や
語
彙
の
面
で
は
、
当
時
の
託
っ
た
発
音
や
口
頭
語
を
反
映
し
た
と
見
ら

れ
る
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
も
角
筆
の
文
字
の
特
性
の
現
れ
で
あ
る
。

毛
利
就
挙
公
の
寄
贈
書
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
事
象
を
見
る
。

1
、
オ
段
長
音
・
オ
段
拗
長
音
を
短
呼
す
る

ノ醍
郁
（
「
ノ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
　
（
4
6
古
文
真
宝
後
集
、
江
戸
中
期
刊
）

ヨ揺
揺
（
「
ヨ
」
は
上
欄
の
角
筆
文
字
）
　
（
4
6
同
右
）

チ
ヨ家

事
（
「
チ
ヨ
」
は
左
右
傍
の
角
筆
文
字
）
　
（
4
3
論
語
、
江
戸
初
期
刊
）

チ
ヨ

2
、
「
ヱ
イ
」
　
（
エ
ー
）
、
「
セ
イ
」
　
（
セ
ー
）
等
の
短
呼

ヱ翳
翳
（
「
ヱ
」
は
上
欄
の
角
筆
文
字
）
　
（
4
6
古
文
真
宝
後
集
、
江
戸
中
期
刊
）

サ
イ
セ

災
青
（
「
サ
イ
セ
」
は
上
欄
の
角
筆
文
字
）
　
（
4
6
同
右
）

掛
哲
（
「
へ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
〓
4
6
同
右
）

3
、
長
音
化

シ
ヤ
ウ

莫
邪
（
「
シ
ャ
ウ
」
は
上
欄
の
角
筆
文
字
）
　
（
4
6
同
右
）

4
、
「
ナ
ニ
シ
カ
」
　
の
使
用

「
焉
求
」
の
上
欄
に
角
筆
文
字
「
ナ
ニ
シ
カ
」
（
4
6
同
右
）

「
焉
」
は
「
イ
ヅ
タ
ン
ゾ
」
「
ナ
ン
ゾ
」
「
イ
カ
ン
ゾ
」
（
観
智
院
本
類
緊
名
義
抄
）
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と
訓
ま
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
角
筆
で
は
「
ナ
ニ
シ
カ
」
と
し
て
い
る
。

「
ナ
ニ
シ
カ
」
は
延
慶
本
平
家
物
語
で
は
会
話
文
に
用
い
ら
れ
、
音
転
し
て
「
ナ

ジ
カ
　
（
ハ
）
」
と
な
る
。
類
義
語
の
「
ナ
ニ
シ
ニ
」
が
平
安
時
代
・
鎌
倉
時
代
の

文
献
で
は
会
話
文
に
用
い
ら
れ
、
当
時
の
口
頭
語
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
指
摘
し

（
－
）

た
所
で
あ
る
。

明
倫
館
・
山
口
明
倫
館
旧
蔵
書
や
山
根
信
太
郎
氏
寄
贈
書
・
景
山
家
文
書
の
角

筆
の
書
入
れ
は
、
江
戸
後
期
の
も
の
が
主
で
あ
か
が
、
同
じ
よ
う
な
事
象
が
見
ら

れ
る
。

1
、
オ
段
長
音
の
短
呼

ソ
シ

荘
子
（
「
ソ
シ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
　
（
1
9
論
語
、
江
戸
初
期
刊
）

コ冠
（
「
コ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
〓
2
2
易
経
再
刻
後
禁
、
江
戸
後
期
刊
）

コ

シ

ヤ

郊
社
（
「
コ
シ
ャ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
（
4
0
中
庸
後
藤
点
、
江
戸
後
期
刊
）

コ

服
贋
（
「
ヨ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
　
（
4
0
同
右
）

2
、
「
エ
段
音
＋
イ
」
　
の
長
音
化

叡
鮎
（
「
ネ
エ
ユ
ウ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
〓
3
4
春
秋
集
註
、
江
戸
中
期
刊
）

㌍
輿
（
「
ネ
エ
シ
ヨ
ク
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
（
3
4
同
右
）

エ
、嬰

斉
（
「
工
、
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
　
（
3
4
同
右
）

ケ
へ

渡
渓
（
「
ケ
へ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
　
（
1
7
近
思
録
、
寛
文
十
三
年
刊
）

3
、
オ
段
拗
長
音
を
一
u
に
発
音

シ
ウ

大
匠
　
（
「
シ
ウ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
　
（
1
7
同
右
）

4
、
合
拗
音

カ
カ
ノ

計
画
（
「
カ
タ
」
は
上
欄
の
角
筆
文
字
）
　
（
1
0
皇
朝
戦
略
編
、
安
政
三
年
刊
）

カ
イ塊

里
　
（
「
カ
イ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
　
（
3
0
十
八
史
略
、
天
保
十
年
刊
）

右
は
合
拗
音
「
ク
ワ
」
　
の
直
音
化
し
た
例
で
あ
る
が
、
合
拗
音
の
表
記
も
あ
る
。

タ
ワ
カ
ン

果
敢
　
（
「
ク
ワ
カ
ン
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
　
（
1
9
論
語
、
江
戸
初
期
刊
）

タ
ハ
ン桓

公
（
「
ク
バ
ン
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
　
（
3
4
春
秋
集
註
、
江
戸
中
期
刊
）

5
、
母
音
e
と
…
の
交
替

サ
イ
キ
リ

遮
　
（
「
サ
イ
キ
リ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
　
（
3
0
十
八
史
略
、
天
保
十
年
刊
）

6
、
「
ヒ
」
を
「
シ
」
と
発
音

シ牝
牛
（
「
シ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
（
2
2
易
経
再
刻
後
藤
点
、
江
戸
後
期
刊
）

7
、
拗
音
「
シ
ュ
」
を
「
シ
」
と
発
音

シ須
央
　
（
「
シ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
　
（
1
1
文
選
六
臣
註
巻
十
七
、
江
戸
中
期

刊
）

8
、
「
セ
」
を
「
シ
」
と
詑
る

チ
ン
シ
ン

沈
潜
（
「
チ
ン
シ
ン
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
　
（
2
0
中
庸
章
句
、
江
戸
中
期
刊
）

9
、
下
一
段
活
用
動
詞

「
聾
」
　
の
上
欄
に
角
筆
文
字
「
ソ
ビ
エ
ル
」
　
（
8
章
注
国
語
、
天
明
六
年
刊
）

1
0
、
注
目
さ
れ
る
語

「
笑
」
の
上
欄
に
角
筆
文
字
「
ニ
タ
ニ
シ
テ
」
　
（
6
十
八
史
略
、
明
治
三
年
刊
）

ハ
ナ
く
シ

痛
　
（
「
ハ
ナ
ノ
（
1
シ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
（
1
7
近
思
録
、
寛
文
十
三
年
刊
）

窄
狭
（
「
ホ
ク
コ
ナ
リ
」
　
の
角
筆
文
字
存
疑
）
　
（
1
7
同
右
）

ホ
ク
コ
ナ
リ

「
踵
」
の
上
欄
に
角
筆
文
字
「
ク
ビ
ス
」
（
2
4
稽
記
再
刻
後
藤
点
、
安
政
二
年
刊
）

右
の
例
の
う
ち
「
ニ
タ
ニ
シ
テ
」
は
「
ニ
タ
ニ
タ
シ
テ
」
と
関
係
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
口
頭
語
の
反
映
と
見
ら
れ
よ
う
。

二
、
山
口
県
立
山
口
図
書
館
蔵
本

山
口
県
立
山
口
図
書
館
の
蔵
書
の
中
か
ら
は
、
角
筆
文
献
が
五
十
七
点
、
計
二

百
二
十
六
冊
発
見
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
の
木
版
本
で
、
そ
の
漢
文
本
文

の
漢
字
句
を
訓
読
し
た
り
注
解
し
た
り
す
る
た
め
に
、
そ
の
行
間
や
上
欄
外
な
ど

の
白
紙
部
分
に
角
筆
で
紙
面
を
凹
ま
せ
て
、
仮
名
や
漢
字
な
ど
を
書
入
れ
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
蔵
書
の
中
で
素
姓
の
分
る
も
の
は
、

「
防
陽
多
賀
宮
文
庫
」
印
の
あ
る
も
の
十
一
点
、
　
　
　
計
三
十
五
冊

明
倫
館
版
　
（
「
周
防
国
明
倫
館
図
書
印
」
　
の
あ
る
一
点
を
含
む
）

）72（

「
明
倫
館
」
印
の
あ
る
も
の

計計

三
冊

二
冊



浅
山
吾
三
氏
寄
贈
書
か
ら

上
田
源
太
郎
氏
寄
贈
書
か
ら

計
　
　
七
冊

計
二
十
七
冊

個
人
蔵
書
印
の
あ
る
も
の

（
「
小
山
蔵
書
」
印
、
一
点
、
二
十
冊
、
「
河
野
蔵
書
」
印
入
明
倫
館
版
一

点
を
含
む
）
二
点
、
二
冊
、
「
藤
山
蔵
書
」
印
、
一
点
、
十
六
冊
、
「
藤
原

永
久
」
印
、
一
点
、
六
冊
）

で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
山
口
県
立
山
口
図
書
館
蔵
の
角
筆
文
献
が
山
口
県
に
係
る
も
の
で

あ
り
、
角
筆
の
書
入
れ
が
山
口
県
下
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
墨
書
の
書
入
れ
が
山
口
に
係
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
も
知
ら
れ
る
。

山
口
仁
保
中
郷
河
野
姓
（
1
6
軒
端
中
庸
道
春
点
、
江
戸
後
期
刊
）

天
保
七
丙
中
秋
九
月
長
州
城
京
長
嶺
什
物
（
5
2
古
文
真
宝
前
集
、
江
戸
初
期
刊
）

山
口
県
立
山
口
図
書
館
蔵
の
角
筆
文
献
の
五
十
七
点
は
、
漢
籍
が
五
十
五
点
、

国
書
が
五
点
で
あ
る
。
漢
籍
は
、
慶
安
三
年
（
〓
ハ
五
〇
）
刊
の
孟
子
を
は
じ
め

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
刊
の
大
学
ま
で
、
易
経
・
書
経
・
詩
経
・
春
秋
左
氏
伝
・

春
秋
胡
氏
伝
・
祀
記
・
祀
記
集
註
・
論
語
・
孝
経
・
大
学
・
中
庸
・
晋
書
・
孟
子
・

世
説
新
語
補
・
文
選
労
訓
大
全
・
古
文
真
宝
前
集
・
後
集
・
正
続
文
章
軌
範
評
林
・

小
学
句
読
等
に
広
く
わ
た
っ
て
い
る
。
国
書
は
、
日
本
政
紀
と
国
史
略
で
あ
る
が
、

こ
の
種
の
国
書
に
角
筆
の
書
入
れ
が
認
め
ら
れ
た
の
も
初
め
て
で
あ
る
。

角
筆
の
文
字
に
は
、
角
筆
を
用
い
た
人
の
氏
名
を
記
し
た
り
、
月
日
を
記
し
た

り
し
た
も
の
が
あ
る
。

「
先
生
万
歳
治
右
衛
門
久
隆
」
　
（
角
筆
）
（
姐
晋
量
目
、
元
禄
十
五
年
刊
）

「
正
二
月
廿
九
日
」
　
（
角
筆
）
（
2
5
文
選
労
訓
大
全
、
元
禄
十
三
年
刊
）

人
名
や
月
日
は
、
墨
書
で
書
入
れ
ら
れ
た
も
の
も
あ
り
、
角
筆
の
使
用
者
や
年
時

を
知
る
手
掛
り
と
な
る
。

次
下
が
墨
書
で
あ
る
。

高
橋
主
殿
（
3
易
経
、
江
戸
中
期
刊
）
、
（
3
8
書
経
道
春
点
、
江
戸
中
期
刊
）
、

（
3
9
大
学
章
句
、
江
戸
初
期
刊
）

大
宮
司
高
橋
摂
津
守
新
添
（
1
0
孝
経
、
宝
暦
十
一
年
刊
）

安
部
氏
（
1
1
大
学
芝
山
後
藤
先
生
定
本
、
江
戸
後
期
刊
）

安
部
氏
・
安
部
蔵
書
（
1
8
讐
霊
買
註
、
江
戸
初
期
刊
）

成
八
月
吉
日
安
部
氏
（
3
6
詩
経
再
刻
後
藤
点
、
江
戸
後
期
刊
）

有
田
蔵
書
（
曇
空
欄
後
藤
点
、
江
戸
後
期
刊
）

安
部
衰
槌
（
4
3
論
語
、
江
戸
初
期
刊
）

石
川
姓
　
（
4
0
詩
経
、
江
戸
後
期
刊
）

本
安
（
4
2
孟
子
道
春
訓
点
、
江
戸
中
期
刊
）

奈
良
尾
藤
之
丞
　
（
4
4
古
文
真
宝
後
集
、
江
戸
中
期
刊
）

張
氏
／
張
令
読
（
4
5
易
経
再
刻
後
禁
、
江
戸
後
期
刊
）

河
野
蔵
（
4
8
中
庸
、
江
戸
後
期
刊
）

鈴
木
禰
之
助
・
鈴
木
多
吉
（
5
0
孝
経
、
江
戸
後
期
刊
）

片
山
鳳
顧
註
入
・
享
保
二
年
卯
ノ
四
月
吉
日
妄
永
五
申
／
寛
延
二
巴

十
一
月
三
日
　
（
2
0
孟
子
、
元
禄
八
年
刊
）

寛
延
禰
之
五
月
廿
日
長
井
姓
三
河
（
花
押
）
（
聖
霊
相
、
江
戸
中
期
刊
）

寛
政
三
亥
菊
月
十
六
日
持
主
鐘
蔵
（
3
4
古
文
真
宝
後
集
、
江
戸
中
期
刊
）

天
明
三
卯
暮
春
吉
日
（
2
1
孟
子
、
慶
安
三
年
刊
）

三
春
月
（
8
春
秋
胡
氏
伝
、
江
戸
後
期
刊
）

角
筆
の
書
入
れ
は
、
漢
籍
や
国
書
の
漢
文
に
対
し
て
訓
点
と
し
て
施
し
た
も
の

が
多
い
が
、
そ
の
仮
名
に
は
、
片
仮
名
を
使
用
す
る
と
い
う
訓
点
の
伝
統
に
反
し

て
、
平
仮
名
を
用
い
た
も
の
が
少
な
く
は
な
い
。
こ
れ
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

角
筆
が
凹
み
文
字
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
毛
筆
等
の
規
範
に
捉
わ
れ
な
い
こ
と
の

反
映
で
あ
る
。
角
筆
の
平
仮
名
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
き
き
」
（
「
菅
亀
」
の
上
欄
）
（
1
5
中
庸
全
、
江
戸
初
期
刊
）

「
こ
か
と
」
　
（
「
耕
稼
陶
漁
」
の
上
欄
）
　
（
1
9
孟
子
、
寛
文
十
年
刊
）

）82（



「
け
と
ん
・
け
へ
と
ん
」
（
「
難
豚
」
の
右
・
左
傍
）
　
（
2
1
孟
子
、
慶
安
三
年
刊
）

テ

　

　

　

ヲ

「
し
そ
ん
の
ふ
む
」
（
「
履
二
至
等
こ
の
上
欄
）
（
3
2
古
文
真
宝
後
集
、
享

保
三
年
刊
）

「
ふ
へ
つ
」
　
（
「
侍
説
」
の
上
欄
）
　
（
3
5
古
文
真
宝
後
集
、
貞
享
四
年
刊
）

「
お
こ
る
」
　
（
「
著
」
　
の
右
傍
）
　
（
4
3
論
語
、
江
戸
初
期
刊
）

又
、
角
筆
の
文
字
か
ら
は
、
当
時
の
日
常
的
な
発
音
の
実
態
や
語
彙
な
ど
も
知
ら

れ
る
。
以
下
に
注
目
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
挙
げ
る
。

先
ず
、
「
防
陽
多
賀
宮
文
庫
」
印
の
あ
る
角
筆
文
献
を
見
よ
う
。
山
口
県
立
山

口
図
書
館
蔵
の
十
一
点
は
、
寛
文
十
年
刊
、
延
宝
四
年
刊
、
元
禄
十
三
年
刊
、
享

保
三
年
刊
、
宝
暦
十
一
年
刊
な
ど
江
戸
初
期
か
ら
江
戸
中
期
の
坂
本
で
あ
る
。
そ

の
墨
書
の
書
入
れ
に
「
大
宮
司
高
橋
摂
津
守
新
添
」
　
（
1
0
孝
経
）
、
「
高
橋
主
殿
」

（
3
易
経
、
3
8
書
経
道
春
点
、
3
9
大
学
章
句
）
と
あ
り
、
角
筆
の
仮
名
の
上
を
墨

仮
名
が
な
ぞ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
る
と
、
角
筆
の
使
用
者
に
は
、
多
賀
宮
の
宮

司
の
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

1
、
オ
段
長
音
・
オ
段
拗
長
音
を
短
呼
す
る

こ

か

と

耕
稼
陶
漁
（
「
こ
か
と
」
は
上
欄
の
角
筆
文
字
）
　
（
1
9
孟
子
、
寛
文
十
年
刊
）

ヒ
ツ
キ
ヨ

畢
克
（
「
ヒ
ツ
キ
ヨ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
〓
3
3
小
学
外
苧
延
宝
四
年
刊
）

ヒ
ヤ表

章
（
「
ヒ
ヤ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
、
「
ヒ
ョ
ウ
」
　
の
短
呼
表
記
）
　
（
3
9
大

学
章
句
、
江
戸
初
期
刊
）

2
、
「
セ
イ
」
　
（
セ
ー
）
　
の
短
呼

七誓
符
（
「
セ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
　
（
2
5
文
選
芳
訓
大
全
、
元
禄
十
三
年
刊
）

3
、
オ
段
長
音
・
オ
段
拗
長
音
の
開
合
の
乱
れ

コ
イ
ネ
コ

巽
　
（
「
コ
イ
ネ
コ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
　
（
2
5
文
選
努
訓
大
全
、
元
禄
十

三
年
刊
）

ひ
孝
は
ろ
を

掃
批
糠
（
「
ひ
孝
は
ろ
を
」
は
上
欄
の
角
筆
文
字
）
　
（
3
2
古
文
真
宝
後
集
、
享

保
三
年
刊
）

熟
徒
（
「
上
」
は
類
音
字
で
右
傍
の
角
筆
文
字
）
（
2
5
文
選
努
訓
大
全
、
元
禄

十
三
年
刊
）

重
塾
（
「
上
」
は
類
音
字
で
右
傍
の
角
筆
文
字
）
（
2
5
同
右
）

4
、
合
拗
音
の
使
用

靡
群
、
せ
い
く
わ
く
（
「
定
く
わ
く
、
せ
い
く
わ
く
」
は
上
欄
の
角
筆
文
字
）
（
3
2
古

文
真
宝
後
集
」
享
保
三
年
刊
）

5
、
い
わ
ゆ
る
四
つ
仮
名
の
乱
れ

ハ
シ悦

（
「
ハ
ジ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
（
1
7
中
庸
道
春
点
、
江
戸
初
期
刊
）

6
、
「
ヒ
」
を
「
シ
」
と
発
音

シ
ト
シ
ウ

斉
　
（
「
シ
ト
シ
ウ
」
は
上
欄
の
角
筆
文
字
）
　
（
1
2
小
学
、
江
戸
中
期
刊
）

7
、
拗
音
「
シ
ュ
」
を
「
シ
」
と
発
音

シ

帰
趣
（
「
シ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
　
（
3
9
大
学
章
句
、
江
戸
初
期
刊
）

8
、
連
声
（
助
詞
ヲ
を
ノ
と
発
音
す
る
）

し

そ

ん

の

ふ

む

履
二
至
専
一
（
「
し
そ
ん
の
ふ
む
」
は
上
欄
の
角
筆
文
字
）
（
3
2
古
文
真
宝
後

集
、
享
保
三
年
刊
）

9
、
古
語
シ
ジ
ム
の
使
用

輿
ン
デ
〉
（
「
シ
ジ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
（
3
3
小
学
外
苧
延
宝
四
年
刊
）

次
に
、
「
防
陽
多
賀
宮
文
庫
」
印
を
持
つ
以
外
の
角
筆
文
献
を
見
る
に
、
角
筆

を
書
入
れ
た
年
時
や
書
入
れ
た
人
物
の
未
詳
の
も
の
が
多
い
が
、
発
音
や
語
彙
の

注
目
す
べ
き
事
象
は
、
「
防
陽
多
賀
宮
文
庫
」
印
を
持
つ
角
筆
文
献
に
通
ず
る
。

以
下
に
示
そ
う
。

1
、
オ
段
長
音
・
オ
段
拗
長
音
を
短
呼
す
る

コ広
大
（
「
コ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
　
（
1
5
中
庸
、
江
戸
初
期
刊
）

コ広
土
（
「
コ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
　
（
2
0
孟
子
、
元
禄
八
年
刊
）

コ江
（
「
コ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
　
（
2
0
同
右
）

コ

ト

シ

公
都
子
（
「
コ
ト
シ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
　
（
2
2
亀
頭
孟
子
、
延
宝
二
年
刊
）

コ郊
（
「
コ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
　
（
2
2
同
右
）

ホ拘
（
「
ホ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
（
3
6
詩
経
再
刻
後
藤
点
、
江
戸
後
期
刊
）

）9∩′】



甘
亡

セ

　

コ

成
功

〓
八
八
日

田
兵

一
薪

（
「
コ
ク
ポ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
　
（
3
7
孟
子
、
寛
文
二
年
刊
）

（
「
セ
コ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
　
（
4
3
論
語
、
江
戸
初
期
刊
）

（
「
リ
ヨ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
　
（
2
2
竃
頭
孟
子
、
延
宝
二
年
刊
）

（
「
ジ
ヨ
」
は
上
欄
の
角
筆
文
字
）
　
（
2
4
日
本
政
記
、
文
久
元
年
刊
）

（
「
シ
ャ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
、
「
シ
ョ
ウ
」
の
短
呼
表
記
）
　
（
3
7
孟

シ趣
舎
（
「
シ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
　
（
2
7
吋
右
）

8
、
「
チ
」
を
「
キ
」
と
発
音

含
蓄
（
「
カ
ン
キ
ク
」
は
左
傍
の
角
筆
文
字
）
　
（
2
0
孟
子
、
元
禄
八
年
刊
）

締
キ
㌢
ウ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
（
㌶
竃
頭
孟
子
、
延
宝
二
年
刊
）

子
、
寛
文
二
年
刊
）

2
、
「
ケ
イ
」
「
セ
イ
」
　
の
短
呼

け
と
ん

還
（
「
け
と
ん
」
「
け
へ
と
ん
」
は
右
・
左
傍
の
角
筆
文
字
）
（
2
1
孟
子
、

慶
安
三
年
刊
）

ヰ
ノ愚

春
（
「
け
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
（
2
2
毛
頭
孟
子
、
延
宝
二
年
刊
）

セ
コ成

功
（
「
セ
コ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
　
（
4
3
論
語
、
江
戸
初
期
刊
）

3
、
オ
段
長
音
・
オ
段
拗
長
音
の
開
合
の
乱
れ

シ
ト
⇒
ノ

慕
（
「
シ
ト
ヲ
」
は
上
欄
の
角
筆
文
字
）
（
2
9
孟
子
再
刻
後
警
…
、
天
保
十
一

年
刊
）

ガ
イ
ト
ウ

亥
唐
（
「
ガ
イ
ト
ウ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
　
（
2
8
孟
子
、
江
戸
初
期
刊
）

正等
（
「
正
」
は
類
音
字
で
右
傍
の
角
筆
文
字
）
　
（
2
2
竃
頭
孟
子
、
延
宝
二
年
刊
）

4
、
合
拗
音
の
直
音
化

カ
ン
ス

館
（
「
カ
ン
ス
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
　
（
2
8
孟
子
、
江
戸
初
期
刊
）

カ

イ

コ

懐
顧
（
「
カ
イ
コ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
　
（
3
1
詩
経
下
、
江
戸
中
期
刊
）

カ
イ塊

（
「
カ
イ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
　
（
4
1
晋
書
、
元
禄
十
五
年
刊
）

5
、
「
ダ
」
を
「
ザ
」
と
発
音

ア
サ仇

（
「
ア
ザ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
（
3
6
詩
経
再
刻
後
藤
点
、
江
戸
後
期
刊
）

6
、
「
ヒ
」
を
「
シ
」
と
発
音

シ
ヤ
ウ
フ

清
掃
（
「
シ
ャ
ウ
フ
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
　
（
3
7
孟
子
、
寛
文
二
年
刊
）

7
、
拗
音
「
シ
ュ
」
を
「
シ
」
と
発
音

シ
カ
ン

樹
間
（
「
シ
カ
ン
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
　
（
2
7
古
文
真
宝
後
集
、
寛
文
九
年
刊
）

シ
ン醇

酎
（
「
シ
ン
」
は
右
傍
の
角
筆
文
字
）
　
（
2
7
同
右
）

9
、
連
声

酷
規
（
「
イ
ン
」
は
右
傍
、
「
ネ
ン
」
は
左
傍
の
角
筆
文
字
）
　
（
4
4
古
文
真
宝

後
集
、
江
戸
中
期
刊
）

1
0
、
「
キ
」
を
「
シ
」
と
表
記

「
著
亀
」
の
右
傍
に
「
シ
キ
」
、
上
欄
に
「
き
き
」
（
1
5
中
庸
、
江
戸
初
期
刊
）

1
1
、
注
目
さ
れ
る
語
、
語
句

「
近
習
」
の
上
欄
に
「
ヘ
ヤ
ノ
ソ
キ
ン
　
（
側
近
）
」
（
5
倍
記
、
江
戸
初
期
刊
）

「
鹿
」
の
上
欄
に
「
カ
タ
コ
」
　
（
2
4
日
本
政
紀
、
文
久
元
年
刊
）

「
踵
」
の
右
傍
に
「
キ
ヒ
ス
・
ク
ヒ
ス
」
（
3
7
孟
子
、
寛
文
二
年
刊
）

以
上
の
諸
事
象
は
、
山
口
県
下
の
江
戸
時
代
に
お
け
る
日
常
の
言
語
の
実
態
を

窺
う
資
料
と
な
る
。

三
、
禅
昌
寺
蔵
本

禅
昌
寺
は
山
口
市
小
鯖
に
在
る
曹
洞
宗
の
寺
院
で
あ
る
。
応
永
三
年
（
三
一
九

六
）
　
に
大
内
義
弘
公
が
慶
屋
定
招
禅
師
を
招
か
れ
て
開
創
さ
れ
た
。
こ
の
経
蔵
か

ら
今
回
の
調
査
で
八
点
、
計
五
十
三
冊
の
角
筆
文
献
が
発
見
せ
ら
れ
た
。
町
田
宗

夫
御
住
職
様
の
御
厚
情
と
御
世
話
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
の

木
版
本
で
、
そ
の
漢
文
本
文
の
読
解
の
た
め
に
、
角
筆
で
紙
面
を
凹
ま
せ
て
、
漢

字
句
の
注
文
を
書
入
れ
た
り
、
訓
点
と
し
て
仮
名
・
漢
字
を
書
入
れ
た
り
し
た
も

の
で
あ
る
。
仏
書
が
六
点
、
漢
籍
が
二
点
で
あ
る
。
仏
書
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

欝
首
樗
厳
義
疏
注
経
十
冊
天
和
三
年
二
六
八
三
）
刊
［
禅
3
］

禅
儀
外
文
一
冊
　
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
刊
［
禅
4
］

）03（

支撰科注
都述

法
華
要
解
　
五
冊
　
江
戸
初
期
刊
［
禅
5
］

妙
法
蓮
華
経
　
九
冊
　
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
刊
［
禅
6
］



維
摩
経
　
十
冊
　
寛
永
十
八
年
二
六
四
一
）
刊
　
（
禅
7
）

斎
別
受
八
戒
作
法
一
冊
　
延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
刊
［
禅
8
］

又
、
漢
籍
は
次
の
二
点
で
あ
る
。

諾
孟
子
　
四
冊
江
戸
後
期
刊
、
明
倫
館
版
［
禅
1
］

港
南
鴻
烈
解
　
十
三
冊
　
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
刊
［
禅
2
］

角
筆
の
書
入
れ
は
、
明
倫
館
版
の
「
譜
孟
子
」
［
禅
1
］
に
、
「
八
月
終
」
（
巻

一
、
五
十
二
丁
裏
）
、
「
原
田
姓
」
（
巻
二
、
内
表
紙
）
　
の
凹
み
の
文
字
が
あ
る
か

ら
、
山
口
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
考
え
し
め
る
。
又
、
墨
書
で
も
、
「
覧
法
華
要

解
」
［
禅
5
］
　
の
裏
表
紙
遊
紙
に
「
岸
呂
村
」
「
楽
法
寺
」
と
あ
り
、
「
維
摩
経
」

［
禅
7
］
　
の
表
紙
見
返
に
「
禅
昌
寺
」
と
あ
り
、
こ
れ
も
山
口
と
関
係
の
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

角
筆
の
字
句
に
は
、

ハ

ヲ

　

　

　

レ

ト

モ

「
訓
文
ニ
ハ
心
也
」
（
本
文
「
復
二
相
自
相
陵
奪
　
」
の
上
欄
の
角
筆
）

（
欝
首
携
厳
義
疏
注
経
［
禅
3
］
巻
二
下
）

「
智
論
ノ
侶
」
の
右
傍
に
角
筆
「
一
巻
」
（
同
右
巻
一
上
）

「
此
人
」
の
右
傍
に
角
筆
「
此
抄
非
也
此
ノ
師
ヲ
俗
美
シ
ク
」
（
禅
儀
外
文

［
禅
4
］
）

「
群
生
」
の
右
傍
に
角
筆
「
一
切
衆
生
」
　
（
経
歴
経
［
禅
7
］
）

「
宝
玉
」
の
右
傍
に
角
筆
「
三
千
世
界
」
　
（
同
右
）

な
ど
が
あ
り
、
又
、
「
准
南
鴻
烈
解
」
　
［
禅
2
］
　
の
第
十
冊
の
第
十
七
丁
裏
か
十
八

丁
表
に
わ
た
っ
て
、
上
欄
に
角
筆
で
「
困
」
字
が
八
字
、
習
書
風
に
書
入
れ
た
も

の
も
あ
る
。

角
筆
の
仮
名
に
は
次
の
よ
う
な
国
語
史
上
注
目
さ
れ
る
事
例
が
あ
る
。

欝
（
語
孟
子
［
禅
1
］
）

ヒ

「
シ
」
は
「
辟
」
の
耽
り
と
見
ら
れ
る
。
類
例
は
、
山
口
大
学
附
属
図
書
館

シ

の
角
筆
文
献
の
中
に
も
、
「
牝
牛
」
　
（
2
2
易
経
）
が
あ
っ
た
。

畢
カ
ナ
ル
ヲ
（
禅
儀
外
文
［
禅
4
］
）

こ
の
古
語
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
る
。

四
、
乗
福
寺
蔵
本

乗
福
寺
は
山
口
市
大
内
御
堀
に
在
る
臨
済
宗
南
禅
寺
派
の
寺
院
で
あ
る
。
鎌
倉

時
代
後
期
、
大
内
重
弘
の
創
建
で
あ
る
。
こ
の
蔵
書
か
ら
四
点
、
四
冊
の
角
筆
文

献
が
発
見
せ
ら
れ
た
。
五
十
部
令
傭
御
住
職
様
の
御
厚
情
と
御
世
話
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
江
戸
時
代
書
写
の
次
の
古
文
書
、
記
録
類
で
あ
る
。

多
々
良
氏
譜
牒
外
覚
書

東
福
寺
記
録

琳
聖
大
子
宝
剣
来
由

南
明
山
薬
師
如
来
来
由
記

一
冊
　
　
江
戸
中
期
写
［
乗
1
］

一
冊
　
　
江
戸
中
期
写
［
乗
2
］

一
冊
　
　
江
戸
後
期
写
［
乗
3
］

一
冊
　
　
江
戸
中
期
写
［
乗
4
］

本
文
を
読
解
す
る
た
め
に
、
角
筆
で
漢
字
の
注
や
符
号
を
書
入
れ
た
も
の
［
乗
1
・

乗
2
・
乗
4
］
　
で
あ
る
が
、
「
琳
聖
大
子
宝
剣
来
由
」
は
、
巻
末
の
宝
剣
図
の
下

絵
に
角
筆
の
凹
み
を
用
い
て
い
る
。
絵
画
に
お
け
る
下
絵
技
法
と
し
て
角
筆
が
山

口
で
も
江
戸
時
代
に
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
璽

三
、
特
に
蘇
番
地
掲
羅
供
養
法
平
安
中
期
角
筆
点
に
つ
い
て

山
口
市
域
の
角
筆
文
献
の
う
ち
、
龍
蔵
寺
に
蔵
せ
ら
れ
る
蘇
悉
地
掲
羅
供
養
法

一
巻
は
、
他
寺
院
の
角
筆
文
献
が
江
戸
時
代
の
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
時
代

が
遥
か
に
湖
り
、
平
安
中
期
十
世
紀
の
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
寛
平
法
皇
に
係
る

重
要
な
文
献
と
目
さ
れ
る
の
で
、
特
に
節
を
改
め
て
こ
こ
に
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

龍
蔵
寺
は
山
口
市
吉
敷
に
在
る
真
言
宗
御
室
派
の
古
刹
で
あ
る
。
中
国
観
音
霊

場
第
十
七
番
札
所
と
し
て
、
鼓
の
瀧
で
知
ら
れ
る
。
貞
享
五
年
の
山
田
原
欽
撰
述

の
「
防
州
吉
敷
郡
瀧
塔
山
龍
蔵
寺
縁
起
」
に
よ
る
と
、
草
創
は
、
文
武
天
皇
の
二

年
に
役
小
角
が
鼓
の
瀧
の
岩
窟
に
お
い
て
護
摩
供
を
修
し
、
紀
州
熊
野
の
三
所
権

現
を
勧
請
し
、
次
い
で
、
聖
武
天
皇
の
天
平
十
三
年
（
七
四
一
）
　
に
僧
行
基
が
自

ら
千
手
観
音
一
躯
を
作
り
、
寺
を
竜
蔵
寺
と
号
し
た
と
伝
え
る
が
、
そ
の
証
は
得

ら
れ
て
い
な
い
。

13



そ
の
宝
物
庫
の
典
籍
の
中
に
、
蘇
悉
地
掲
羅
供
養
法
巻
上
の
一
巻
が
伝
わ
っ
て

い
た
。
巻
子
本
で
巻
下
を
供
す
る
が
、
上
巻
は
首
尾
を
完
存
す
る
。
巻
首
に
虫
損

等
が
あ
る
が
文
字
の
解
読
に
は
殆
ど
障
ら
な
い
。
奥
書
は
無
い
が
墨
書
本
文
は
、

平
安
中
期
十
世
紀
の
前
半
期
の
書
写
で
あ
る
。
そ
の
書
誌
上
の
事
項
に
つ
い
て
は
、

本
稿
末
の
付
載
、
「
山
口
市
域
の
角
筆
文
献
一
覧
（
所
蔵
別
）
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
の
墨
書
本
文
の
全
巻
に
わ
た
っ
て
、
角
筆
で
紙
面
を
凹
ま
せ
て
書
入
れ
た
、

訓
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。
訓
点
は
、
仮
名
と
ヲ
コ
ト
点
と
符
号
で
あ
る
。
そ
の
仮

名
字
体
と
ヲ
コ
ト
点
は
次
の
よ
う
に
帰
納
さ
れ
る
。

図
一
龍
蔵
寺
蔵
蘇
番
地
掲
羅
供
養
法
巻
上
の
ヲ
コ
ト
点
図
（
角
筆
点
）

図
二
　
龍
蔵
寺
蔵
蘇
番
地
掲
羅
供
養
法
巻
上
の
仮
名
字
体
（
角
筆
点
）
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去
声
　
　
　
入
声

H
上
声
　
　
　
平
声

ニ

ト

キ

テ

‥

返

点

次
に
、
仮
名
字
体
を
見
る
に
、
極
め
て
特
異
な
字
体
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
特

に
、
「
了
」
　
（
ウ
）
、
「
こ
　
（
キ
）
、
「
メ
」
　
（
ク
）
、
「
与
」
　
（
ケ
）
、
「
ん
」
　
（
サ
）
、
「
⊥
」

（
ソ
）
、
「
ぺ
」
（
チ
）
、
「
1
1
」
（
ナ
）
、
「
小
」
（
ネ
）
、
「
′
ノ
〓
マ
）
、
「
今
」
（
メ
）
、

「
叫
」
（
ル
）
　
な
ど
は
極
め
て
特
徴
的
で
あ
っ
て
、
現
存
し
調
査
し
得
た
数
千
点

の
訓
点
資
料
の
中
で
、
次
の
六
つ
の
訓
点
資
料
以
外
に
は
、
使
用
例
を
見
な
い
も

の
で
あ
る
。

先
ず
、
ヲ
コ
ト
点
か
ら
見
る
に
、
そ
の
形
式
は
慈
覚
大
師
点
　
（
中
田
祝
夫
博
士

が
仮
称
さ
れ
た
「
乙
点
図
」
　
に
当
る
）
　
で
あ
る
こ
と
が
、
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ

る
。
慈
覚
大
師
点
の
加
点
資
料
は
、
今
日
ま
で
に
二
十
余
点
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
ヲ
コ
ト
点
法
、
仮
名
字
体
、
訓
読
法
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
既
に
別
稿

（
・
ト
ー

で
述
べ
た
所
で
あ
り
、
平
安
中
期
十
世
紀
に
限
っ
て
用
い
ら
れ
た
ヲ
コ
ト
点
法
で

あ
る
。

東
山
御
文
庫
蔵
　
周
易
抄

東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
　
胎
蔵
秘
密
略
大
軌

同
　
　
　
　
　
　
蔵
　
胎
蔵
略
述

高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
　
胎
蔵
秘
密
略
大
軌

東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
　
三
親
王
潅
頂
時
儀
式
昼
作
法

随
心
院
蔵
無
畏
三
蔵
禅
要

一
巻

二
巻

一
巻

一
巻

一
帖

一
巻



こ
の
六
点
の
訓
点
資
料
は
、
い
ず
れ
も
、
本
文
が
平
安
中
期
十
世
紀
前
半
期
の
書

写
で
あ
り
、
書
写
と
同
期
に
施
さ
れ
た
訓
点
の
う
ち
、
ヲ
コ
ト
点
に
慈
覚
大
師
点

を
用
い
て
お
り
、
仮
名
字
体
に
右
掲
の
特
徴
的
な
字
体
を
用
い
て
一
致
し
て
い
る
。

特
に
、
．
周
易
抄
は
、
宇
多
天
皇
（
譲
位
し
て
寛
平
法
皇
。
承
平
元
年
八
九
三
一
）

崩
御
、
六
十
五
歳
）
　
の
扇
翰
で
あ
り
、
本
文
の
漢
字
句
に
訓
点
と
訓
注
が
施
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
訓
点
が
ヲ
コ
ト
点
に
慈
覚
大
師
点
と
右
掲
の
特
徴
的
な
仮
名
字
体

を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
訓
注
と
し
て
用
い
た
独
草
体
の
仮
名

（
女
手
の
古
形
）
　
を
字
源
と
し
て
そ
の
省
画
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
片
仮
名
で
あ

り
、
寛
平
法
皇
の
創
案
と
見
ら
れ
る
。
東
山
御
文
庫
蔵
周
易
抄
の
訓
注
に
用
い
た

草
仮
名
を
五
十
音
図
に
整
理
し
て
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

図
三
　
東
山
御
文
庫
蔵
周
易
抄
の
草
仮
名
（
訓
注
）

図
四
　
寛
平
法
皇
の
片
仮
名
字
体
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周
易
抄
に
用
い
た
草
仮
名
と
先
掲
の
特
徴
的
な
片
仮
名
と
の
関
係
は
、
次
の
よ

う
に
な
る
。
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又
、
右
掲
の
六
つ
の
訓
点
資
料
の
片
仮
名
字
体
を
纏
め
て
示
す
と
次
の
図
の
よ

う
で
あ
る
　
（
六
資
料
の
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
の
仮
名
字
体
表
に
つ
い
て
は
別
稿
に
掲

げ
痕
の
で
参
照
さ
れ
た
い
）
。

オ
　
（
於
）

キ
　
（
幾
）

ク
　
（
久
）

ス
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し
か
も
、
先
掲
の
六
つ
の
文
献
は
、
内
容
上
も
寛
平
法
皇
に
ゆ
か
り
の
深
い
資
料

で
あ
る
。
周
易
抄
が
寛
平
法
皇
の
戻
翰
と
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
紙
背
文
書
な
ど
か

ら
別
に
論
じ
た
所
で
あ
矩
寛
平
法
皇
撰
述
書
の
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
の
高
野
山
大

学
図
書
館
蔵
本
が
草
稿
本
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
本
が
そ
の

（9）

浄
書
本
で
あ
る
こ
と
も
別
に
証
し
た
所
で
あ
る
。
又
、
三
親
王
潅
頂
時
儀
式
昼
作
法

が
寛
平
法
皇
の
撰
述
書
で
あ
る
と
共
に
、
法
皇
が
第
三
皇
子
の
真
寂
に
東
寺
の
潅

頂
院
に
於
て
、
潅
頂
を
授
け
ら
れ
た
折
に
御
使
用
の
現
物
が
、
そ
の
ま
ま
東
寺
に

（1nU）

伝
わ
っ
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
も
説
い
た
所
で
あ
る
。

寛
平
法
皇
は
、
御
宝
に
仁
和
寺
を
創
建
さ
れ
た
方
で
あ
り
、
龍
蔵
寺
も
真
言
宗

御
室
派
の
古
刺
で
あ
る
。
蘇
悉
地
掲
羅
供
養
法
の
伝
来
経
路
は
未
詳
で
あ
る
が
、

こ
れ
が
龍
蔵
寺
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
故
な
し
と
し
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
龍
蔵
寺
蔵
の
蘇
悉
地
掲
羅
供
養
法
の
角
筆
の
書
入
れ
が
平
安
中
期
十
世
紀

の
前
半
期
で
あ
る
こ
と
は
、
国
語
史
上
、
ア
行
の
「
衣
」
と
ヤ
行
の
「
エ
」
を
区

別
す
る
事
象
か
ら
証
せ
ら
れ
る
。

ネ
チ

浮
嗜
（
2
4
7
行
）

コ

エ

す

不
レ
応
二
看
過
一
（
2
6
3
行
）

（〓）

「
喧
」
は
影
母
四
等
で
あ
り
こ
れ
に
ア
行
の
「
衣
」
を
用
い
る
の
に
対
し
て
、
ヤ

行
動
詞
の
「
越
ゆ
」
の
連
用
形
に
ヤ
行
の
「
エ
」
を
用
い
て
、
両
者
を
正
し
く
区

別
し
て
い
る
。

平
安
初
期
九
世
紀
の
前
半
期
ま
で
区
別
の
あ
っ
た
、
ア
行
の
「
衣
」
と
ヤ
行
の

「
エ
」
は
、
大
智
度
論
天
安
二
年
（
八
五
八
）
点
、
地
蔵
十
輪
経
元
慶
七
年
（
八

八
三
）
点
な
ど
を
古
例
と
し
て
混
同
が
見
え
始
め
る
。
平
安
中
期
十
世
紀
前
半
期

に
は
承
平
五
年
（
九
三
五
）
　
の
土
左
日
記
（
青
糸
吉
尾
本
）
　
で
は
概
し
て
区
別
さ

れ
、
淳
祐
（
八
九
〇
－
九
五
三
）
加
点
の
石
山
寺
本
蘇
悉
地
掲
羅
経
略
疏
天
暦
五

年
（
九
五
こ
点
で
は
区
別
が
あ
る
が
、
源
憶
の
倭
名
類
衆
抄
（
承
平
四
年
、
九

三
四
成
立
）
、
日
本
紀
責
宴
和
歌
下
（
天
慶
六
年
、
九
四
三
）
　
で
は
混
同
が
見
ら

れ
、
九
五
〇
年
頃
を
境
と
し
て
区
別
が
無
く
な
る
と
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
角
筆
の
書
入
れ
時
期
は
、
十
世
紀
天
暦
以
前
と
見

ら
れ
る
。

蘇
悉
地
掲
羅
供
養
法
の
古
点
本
は
、
松
本
光
隆
氏
に
よ
れ
轡
二
十
点
が
知
ら

れ
、
宗
派
と
し
て
は
、
天
台
宗
の
山
門
派
と
寺
門
派
、
真
言
宗
小
野
流
の
も
の
が

見
ら
れ
、
真
言
宗
広
沢
流
の
資
料
が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
平

安
後
半
期
に
真
言
宗
も
広
沢
流
に
お
い
て
の
蘇
悉
地
掲
羅
供
養
法
の
訓
読
が
伝
統

的
に
は
存
し
な
か
っ
た
か
、
ま
た
は
、
比
較
的
軽
微
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も

の
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
」
て
い
る
。
但
し
、
呆
宝
撰
の
宝
冊
抄
の
「
蘇
悉
地
経

軌
列
祖
相
承
事
」
の
記
事
に
基
づ
い
て
、
蘇
悉
地
法
が
、
延
喜
十
六
年
（
九
一
六
）

八
月
十
五
日
に
寛
平
法
皇
が
蓮
台
寺
僧
正
　
（
寛
空
）
　
に
授
け
、
寛
空
は
天
暦
元
年

（
九
四
七
）
　
三
月
二
十
八
日
に
は
三
部
大
法
を
寛
静
に
授
け
、
天
暦
二
年
（
九
四

八
）
九
月
九
日
に
は
、
宮
中
真
言
院
に
お
い
て
蘇
悉
地
掲
羅
供
養
法
を
以
て
蘇
悉

地
法
を
寛
朝
に
授
け
、
又
、
寛
朝
は
永
観
二
年
（
九
八
四
）
　
八
月
二
十
四
日
の
官

符
を
掲
げ
三
部
大
法
を
無
速
に
授
け
、
一
方
、
寛
空
は
神
目
か
ら
研
学
し
た
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。
龍
蔵
寺
蔵
の
蘇
悉
地
掲
羅
供
養
法
の
角
筆
の
訓
点
は
、
正
に
、

そ
の
記
載
を
裏
付
け
る
資
料
で
あ
る
。
仮
名
字
体
、
及
び
ア
行
の
「
衣
」
と
ヤ
行

の
「
エ
」
の
区
別
か
ら
考
え
る
と
、
右
の
相
承
の
う
ち
、
寛
平
法
皇
が
寛
空
に
授

け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
寛
空
は
、
訓
点
本
の
奥
書
に
名
は
出
る
が
末
だ
訓
点
使
用

の
例
を
見
な
い
の
も
消
極
的
で
は
あ
る
が
、
右
の
こ
と
を
考
え
し
め
る
。
恐
ら
く

寛
平
法
皇
の
仮
名
字
体
は
師
資
相
承
の
形
を
と
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

尚
、
龍
蔵
寺
の
蘇
悉
地
掲
羅
供
養
法
は
、
角
筆
の
ヲ
コ
ト
点
の
う
ち
、
星
点
の

「
・
」
だ
け
を
朱
点
が
凹
み
の
上
か
ら
重
ね
て
加
点
し
て
い
る
。
ヲ
コ
ト
点
の
点

線
や
鈎
点
と
仮
名
字
体
と
は
朱
筆
で
な
ぞ
る
こ
と
は
一
切
し
て
い
な
い
。
こ
の
経

巻
を
尊
重
し
、
紙
面
を
浸
り
に
汚
さ
な
い
と
い
う
配
慮
に
出
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

こ
れ
と
同
じ
状
況
は
、
同
じ
く
寛
平
法
皇
の
加
点
と
考
え
ら
れ
る
、
東
寺
観
智
院

金
剛
蔵
の
三
親
王
潅
頂
時
儀
式
昼
作
法
と
随
心
院
蔵
無
畢
二
蔵
禅
要
に
も
見
ら
れ

る
。
前
者
は
、
既
述
の
如
く
、
寛
平
法
皇
が
第
三
親
王
の
真
寂
に
東
寺
潅
頂
院
に

）43（



お
い
て
潅
頂
を
授
け
ら
れ
た
折
に
使
用
さ
れ
た
当
時
の
聖
教
で
あ
る
。

．
（
以
上
、
小
林
芳
規
執
筆
）
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拙
稿
「
角
筆
文
献
の
国
語
学
的
研
究
」
（
学
術
月
報
五
六
七
号
、
平
成
四
年
三
月
号
）
。

拙
稿
「
広
島
県
の
角
筆
文
献
」
（
広
島
女
子
大
国
文
第
七
号
、
平
成
二
年
八
月
）
　
に
言
及
。

山
口
大
学
附
属
図
書
館
福
「
明
倫
館
・
山
口
明
倫
館
・
越
氏
塾
旧
蔵
和
漢
雷
目
録
」
　
（
平
成

元
年
三
月
）
。

聞
　
拙
稿
「
珪
倉
時
代
の
口
頭
語
の
研
究
資
料
に
つ
い
て
」
（
鎌
倉
時
代
語
研
究
第
十
一
韓
、
昭

和
六
十
三
年
八
月
）
。

㈲
拙
稿
「
語
開
票
角
筆
下
絵
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
」
（
頑
諸
富
国
書
漢
籍
論
集
」

平
成
三
年
八
月
）
。

㈲
拙
稿
「
乙
点
回
所
用
の
訓
点
資
料
に
つ
い
て
」
（
r
桝
慧
領
土
国
語
学
論
集
」
昭
和
五
十

四
年
二
月
）
。

間
　
拙
稿
「
随
心
院
蔵
無
壁
二
戒
禅
要
平
安
中
期
角
筆
点
に
つ
い
て
ー
寛
平
法
皇
の
訓
点
追
考

－
」
　
（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
八
十
四
輯
、
平
成
二
年
六
月
）
。

㈱
　
拙
著
r
角
筆
文
献
の
国
語
学
的
研
究
」
研
究
籍
、
第
三
章
第
四
節
寛
平
法
皇
の
訓
点
と
角

）53

9

㈹Ⅵ
〃

n
u

ハHur

筆
使
用
（
汲
古
書
院
、
昭
和
六
十
二
年
七
月
刊
）
。

注
㈱
文
献
。

注
㈱
文
献
。

平
安
初
期
九
世
紀
前
半
期
の
加
点
と
さ
れ
る
、
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の
「
厭

魅
」
に
「
依
ム
反
」
の
加
点
が
あ
り
、
春
日
政
治
博
士
は
、
「
厭
字
は
影
母
四
等
で
あ
っ
た

（
之
は
前
者
と
は
異
筆
の
仮
名
で
あ
る
が
）
、
ア
行
の
依
を
用
ゐ
て
あ
る
の
は
、
両
者
を
正

し
く
分
別
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
古
点
で
は
国
語
音
で
は
ア
行

の
「
衣
」
と
ヤ
行
の
「
エ
」
を
正
し
く
区
別
し
て
お
り
、
字
音
で
も
区
別
が
あ
る
と
さ
れ

る
か
ら
、
影
母
四
等
を
ヤ
行
と
見
て
混
同
例
と
す
る
と
加
点
時
期
や
加
点
事
情
に
合
わ
な

く
な
る
。

松
本
光
隆
「
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
蘇
悉
地
渇
羅
供
養
法
の
訓
読
」
（
高
知
大
国
文
第
二

十
二
号
、
平
成
三
年
十
二
月
）
。



［
附
載
］

山
口
市
城
の
角
筆
文
献
一
覧
（
所
蔵
別
）

小
　
林
　
芳
　
規

柚
　
木
　
靖
　
史

豊
　
田
　
尚
　
子

藤
　
田
　
夏
　
紀

岩
　
川
　
直
　
子

岡
　
野
　
幸
　
夫

の
書
入
れ
の
他
に
墨
書
・
朱
書
・
白
書
の
書
入
れ
の
有
無
、
㈱
刊
記
、
㈹
発

見
年
月
日
・
発
見
者
・
角
筆
文
献
番
号
（
［
　
］
内
）
、
㈹
角
筆
文
字
等
に
つ

い
て
、
文
字
の
種
類
・
書
入
れ
場
所
・
国
語
史
上
注
目
す
べ
き
事
例
な
ど

（
簡
要
を
旨
と
し
た
）
。

山
口
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
　
　
5
0
点
（
山
大
1
～
山
大
5
0
）
　
2
3
2
冊

凡
　
　
例

一
、
此
の
一
覧
は
、
山
口
市
域
か
ら
発
見
さ
れ
た
角
筆
文
献
の
百
二
十
二
点
、
計

五
百
三
十
二
冊
を
所
蔵
別
に
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
所
蔵
毎
に
、
整
理
番
号
を
次
の
よ
う
に
付
し
た

山
大
1
～
甲
…
…
…
…
…
…
＝
山
口
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
（
計
5
0
点
）

県
図
1
～
甲
…
…
…
…
…
…
‥
山
口
県
立
山
口
図
書
館
蔵
本
（
計
5
9
点
）

山
大
1
　
皇
朝
史
略

江
戸
時
代
後
期
刊
、
袋
綴
装
、
「
周
防
国
明
倫
館
図
書
印
」

刻
、
墨
書
書
入
レ
ナ
シ
、
刊
記
ナ
シ
、

（
表
紙
裏
）
　
文
昌
宝
蔵
板

平
成
三
年
八
月
二
十
日
　
岡
野
幸
夫
発
見
［
4
7
g
］

ニ
マ

○
角
筆
ノ
仮
名
、
主
二
上
欄
ニ
ア
リ
、
「
任
那
」
、
「
片
塩
」

ナ
ド
ト
ア
リ
、
第
二
冊
ノ
巻
末
ニ
「
文
政
丙
成
秋
九
月

墨
書
ア
リ
、

山
大
2
　
皇
朝
史
略

江
戸
時
代
後
期
刊
、
袋
綴
装
、
「
周
防
回
明
倫
館
図
書
印
」

二
冊

印
ア
リ
、
訓
点
附

ノ
上
欄
ニ
「
シ
ワ
」

男
延
光
謹
書
」
　
ノ

十
冊

印
ア
リ
、
訓
点
附

73

（

禅

1

～

8

乗

1

～

4

（
計
8
点
）

東
福
寺
蔵
本
　
（
計
4
点
）

龍
1

龍
蔵
寺
蔵
本
（
1
点
）

そ
れ
ぞ
れ
の
順
序
は
発
見
順
に
よ
っ
た
。

一
、
各
角
筆
文
献
に
つ
い
て
の
解
説
は
、
必
要
最
小
限
に
止
め
た
。
概
ね
、
次
の

事
項
に
従
っ
た
。

Ⅲ
整
理
番
号
、
㈱
書
名
、
㈱
員
数
、
初
板
行
年
又
は
書
写
年
時
、
㈲
装
帽
、

㈲
印
（
伝
来
を
示
す
も
の
を
主
と
す
る
）
、
の
訓
点
附
刻
の
有
無
、
㈱
角
筆

刻
、
墨
書
書
入
レ
ナ
シ
、
刊
記
ナ
シ
、

（
表
紙
裏
）
　
文
昌
堂
蔵
板

平
成
三
年
八
月
二
十
日
　
岡
野
幸
夫
発
見
［
4
8
0
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
主
二
上
欄
ニ
ア
リ
、
「
木
蓮
子
」
　
ノ
上
欄
ニ
「
イ
チ
ビ
」
、

「
鳥
木
史
貞
」
　
ノ
上
欄
ニ
「
フ
ミ
サ
ネ
」
ナ
ド
ア
リ
、
第
六
冊
ノ
巻
末
ニ

「
文
政
丙
戊
秋
九
月
　
男
延
光
謹
書
」
ノ
墨
書
ア
リ
、

山
大
3
　
史
記
論
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
冊

江
戸
時
代
文
政
九
年
刊
、
袋
綴
装
、
「
周
防
園
明
倫
館
図
書
印
」
印
ア
リ
、
訓

点
附
刻
ナ
シ
、
墨
書
吾
人
レ
ナ
シ
、
刊
記
ナ
シ
、

（
表
紙
裏
）
大
日
本
文
政
丙
成
翻
刻
／
青
陵
呉
賓
賢
許
粘
／
天
溶
園
蔵
板



平
成
三
年
八
月
二
十
日
　
岡
野
幸
夫
発
見
［
4
8
1
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
上
欄
二
散
在
（
第
一
冊
ヨ
リ
確
認
）
、

山
大
4
　
宋
名
臣
言
行
録

江
戸
時
代
寛
文
七
年
刊
、
袋
綴
装
、
「
奇
兵
隊
印
」

三
冊

「
周
防
囲
明
倫
館
図
書
印
」

印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
書
入
レ
ナ
シ
、

（
刊
記
）
寛
文
七
年
丁
未
冬
十
一
月

（
表
紙
裏
）
皇
都
　
永
田
文
昌
堂

平
成
三
年
八
月
二
十
日
　
岡
野
幸
夫
発
見
［
…
巴

○
角
筆
ノ
仮
名
、
主
二
上
欄
ニ
ア
リ
、

山
大
5
　
日
本
外
史
補
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
冊

江
戸
時
代
後
期
刊
、
袋
綴
装
、
「
周
防
国
明
倫
館
図
書
印
」
印
ア
リ
、
訓
点
附

刻
、
墨
書
書
入
レ
ナ
シ
、
刊
記
ナ
シ
、

（
序
）
嘉
永
三
年
庚
戊
秋
八
月
淡
路
岡
田
僑
撰

（
版
心
記
）
岡
田
氏
蔵
版

平
成
三
年
八
月
二
十
日
　
間
野
幸
夫
発
見
［
…
巴

○
角
筆
ノ
仮
名
、
主
二
上
欄
ニ
ア
リ
、
「
飯
沼
」
ノ
上
欄
ニ
「
ィ
、
ヌ
マ
」
、

「
四
条
畷
」
ノ
上
欄
ニ
「
ナ
ワ
テ
」
ナ
ド
ア
リ
、

山
大
6
　
十
八
史
略
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
冊

明
治
三
年
刊
、
袋
綴
装
、
「
周
防
園
明
倫
館
図
書
印
」
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、

墨
書
書
入
レ
ナ
シ
、

（
刊
記
）
萬
治
二
己
亥
年
九
月
原
銭

明
治
三
庚
午
年
正
月
五
刻

（
第
三
冊
政
文
）
天
明
改
元
夏
五
平
安
藤
原
正
臣
謹
誌

平
成
三
年
八
月
二
十
日
　
岡
野
幸
夫
発
見
［
4
8
4
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
主
二
上
欄
ニ
ア
リ
、
（
特
二
第
一
冊
二
多
シ
）
、
「
笑
」
ノ
上

欄
ニ
「
ニ
タ
ニ
シ
テ
」
ト
ア
リ
、

山
大
7
　
後
漢
書

十
六
冊

江
戸
時
代
中
期
刊
、
袋
綴
装
、
「
明
倫
館
印
」
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
朱
書
吾

人
レ
、
刊
記
ナ
シ
、

平
成
三
年
八
月
二
十
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
4
8
5
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
上
欄
等
二
少
々
ア
リ
、

山
大
8
　
毒
注
国
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
冊

江
戸
時
代
天
明
六
年
刊
、
袋
綴
装
、
「
明
倫
館
印
」
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨

書
・
朱
書
・
青
書
古
人
レ

（
刊
記
）
　
（
第
三
冊
末
）

原
本
明
兵
部
左
侍
郎
石
星
校
閲

重
刻
東
部
芸
閣
千
葉
先
生
再
校

天
明
六
年
丙
午
春
正
月

日
本
皇
都
堺
町
錦
小
路
上

角
田
多
助
法
軸

平
成
三
年
八
月
二
十
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
4
8
6
］

○
角
筆
ノ
仮
名
・
漢
字
、
主
二
上
欄
ニ
ア
リ
、
「
聾
」
ノ
上
欄
ニ
「
ソ
ビ
エ
ル
」
、

「
無
有
要
質
」
ノ
上
欄
ニ
「
無
有
要
質
」
ナ
ド
ア
リ
、

山
大
9
　
漠
書
評
林
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
冊

江
戸
時
代
中
期
刊
、
袋
綴
装
、
「
明
倫
館
印
」
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
・

朱
書
書
入
レ
、
刊
記
ナ
シ
、

平
成
三
年
八
月
二
十
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
4
8
7
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
主
二
上
欄
ニ
ア
リ
、
仮
名
ニ
ハ
平
仮
名
ヲ
交
エ
ル
、
「
訓
」

ノ
上
欄
ニ
「
ク
ん
」
ト
ア
ル
ナ
ド
ナ
リ
、

山
大
1
0
　
皇
朝
戦
略
編
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
冊

江
戸
時
代
安
政
三
年
刊
、
袋
綴
装
、
「
明
倫
館
印
」
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨

書
吾
人
レ
ナ
シ
、

（
刊
記
）
尾
張
　
　
宮
田
平
五
郎
　
輯

安
政
三
年
丙
辰
春
刻
成

）0
0

3（



情
古
堂
蔵
版

平
成
三
年
八
月
二
十
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
4
8
8
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
主
二
上
欄
ニ
ア
リ
、
「
計
芸
」
ノ
上
欄
ニ
「
カ
タ
」
ナ
ド
ア
リ
、

山
大
1
1
　
文
選
六
臣
註
巷
之
十
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

江
戸
時
代
中
期
刊
、
袋
綴
装
、
「
明
倫
館
印
」
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
吾

人
レ
ナ
シ
、
刊
記
ナ
シ
、

平
成
三
年
八
月
二
十
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
紺
］

シ

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
・
上
欄
ニ
ア
リ
、
「
須
央
」
（
「
シ
ユ
」
ヲ
「
シ
」
ト
発

音
）
、
「
貌
形
」
ノ
上
欄
ニ
「
ホ
ウ
」
ナ
ド
ア
リ
、

山

大

1

2

　

紹

撒

論

語

道

春

鮎

　

　

　

　

　

　

　

　

一

冊

江
戸
時
代
寛
政
年
間
刊
、
袋
綴
装
、
「
山
根
家
文
書
」
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、

墨
書
吾
人
レ
ナ
シ
、
刊
記
ナ
シ
、

印
一
顆
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
書
入
レ
、
刊
記
ナ
シ
、

平
成
三
年
八
月
二
十
日
　
柚
木
靖
史
発
見
［
4
9
3
］

○
角
筆
ノ
仮
名
・
漢
字
、
行
間
・
上
欄
ニ
ア
リ
、
「
正
月
吉
旦
三
戸
姓
」
「
三
戸

什
物
」
「
三
戸
姓
」
ノ
墨
書
ア
リ
、

山
大
1
6
　
孝
経
新
註
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

江
戸
時
代
天
明
八
年
刊
、
袋
綴
装
、
「
山
根
家
文
書
」
印
ア
リ
、
他
朱
印
一
顆
・

墨
印
一
顧
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
・
朱
書
書
入
レ
、

（
刊
記
）
天
明
八
年
戊
申
十
一
月
　
心
賓
橋
通
南
久
賓
寺
町
／
大
阪
書
林
崇
高

堂
　
河
内
屋
八
平
衛

平
成
三
年
八
月
二
十
日
　
柚
木
靖
史
発
見
［
4
9
4
］

平
成
三
年
八
月
二
十
日
　
柚
木
靖
史
発
見
［
4
9
0
］

ひ
と

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
・
上
欄
ニ
ア
リ
、
仮
名
ハ
平
仮
名
ヲ
主
ト
ス
ル
、
己
」

上
こ
こ
る

「
興
」
ナ
ド
ナ
リ
、

山

大

1

3

騨

聖

霊

等

刻

後

藤

お

　

　

　

　

　

　

　

一

冊

江
戸
時
代
後
期
刊
、
袋
綴
装
、
「
山
根
家
文
書
」
印
ア
リ
、
他
朱
印
二
顆
ア
リ
、

訓
点
附
刻
、
墨
書
書
入
レ
ナ
シ
、
刊
記
ナ
シ
、

平
成
三
年
八
月
二
十
日
　
柚
木
靖
史
発
見
［
4
9
1
］

○
角
筆
ノ
仮
名
・
漢
字
、
行
間
・
上
欄
ニ
ア
リ
、

山
大
1
4
　
論
語
（
内
題
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

江
戸
時
代
初
期
刊
、
袋
綴
装
、
「
山
根
信
太
郎
寄
贈
」
印
ア
リ
、
他
朱
印
二
項

ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
朱
書
吾
人
レ
、
刊
記
ナ
シ
、

平
成
三
年
八
月
二
十
日
　
柚
木
靖
史
発
見
［
讐

上
つ

○
角
筆
ノ
仮
名
・
漢
字
、
行
間
・
上
欄
ニ
ア
リ
、
「
丁
重
」
ナ
ド
ナ
リ
、

山
大
1
5
　
孝
経
大
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

江
戸
時
代
中
期
刊
、
袋
綴
装
、
「
山
根
家
文
書
」
印
ア
リ
、
他
朱
印
二
顆
・
墨

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
ニ
ア
リ
、
仮
名
ニ
ハ
平
仮
名
ヲ
交
エ
ル
、
「
大
夫
」

ナ
ド
ア
リ
、

山
大
1
7
　
近
思
録
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
冊

江
戸
時
代
寛
文
十
三
年
刊
、
袋
綴
装
、
「
山
根
家
文
書
」
印
ア
リ
、
他
朱
印
一

顆
・
墨
印
一
顆
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
・
朱
書
書
入
レ
、

（
刊
記
）
徒
維
灘
寛
文
突
丑
年
／
石
渠
尚
重
校
梓
姑
洗
月
君
達
鮮
日
／
柳
馬

場
通
二
条
下
町
／
吉
野
屋
権
平
衛
刊
行

（
表
紙
裏
）
稽
古
雷
蔵
板

平
成
三
年
八
月
二
十
日
　
藤
田
夏
紀
発
見
［
4
9
5
］

シ
ウ

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
・
欄
外
二
多
ク
ア
リ
、
「
大
匠
」
（
「
シ
ョ
ウ
」
ヲ
「
シ

ケ

ヘ

　

ハ

ナ

／

＼

シ

　

ホ

ヲ

ウ
」
ト
発
音
）
、
「
凍
渓
」
頑
　
」
「
冒
」
尋
狭
」
ナ
ド
ア
リ
、

ホ
ク
コ
ナ
H
ソ

山

大

1

8

　

頭

小

撃

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

四

冊

江
戸
時
代
文
政
十
二
年
刊
、
袋
綴
装
、
「
山
根
家
文
書
」
印
ア
リ
、
他
一
顆
ア

リ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
・
朱
書
書
入
レ
、

（
刊
記
）
文
政
十
二
己
丑
年
補
刻
文
籍
堂
／
宮
川
町
鉄
橋
筋
／
摂
陽
書
林
／

三
谷
喜
兵
衛

平
成
三
年
八
月
二
十
日
　
藤
田
夏
紀
発
見
［
4
9
6
］

）93（



○
角
筆
ノ
仮
名
、
主
二
上
欄
ニ
ア
リ
、
第
一
冊
表
紙
見
返
ニ
「
志
賀
蔵
書
」
ノ

墨
書
、
裏
表
紙
見
返
ニ
「
萩
河
添
中
千
志
賀
姓
」
ノ
墨
書
ア
リ
、

山
大
1
9
　
論
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
冊

江
戸
時
代
初
期
刊
、
袋
綴
装
、
「
景
山
家
文
書
」
印
ア
リ
、
他
朱
印
二
顆
ア
リ
、

訓
点
附
刻
、
墨
書
書
入
レ
、
刊
記
ナ
シ
、

平
成
三
年
八
月
二
十
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
4
9
7
］ソ

シ

　

　

ク

ワ

カ

ン

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
・
上
欄
二
多
ク
ア
リ
、
コ
壮
子
」
「
果
敢
」
ナ
ド
ア
リ
、

第
一
冊
表
紙
見
返
ニ
「
山
口
県
豊
浦
郡
吉
見
村
士
族
／
林
直
幸
」
ノ
朱
書
ア
リ
、

山
大
2
0
　
中
庸
章
句
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

江
戸
時
代
中
期
刊
、
袋
綴
装
、
「
景
山
家
文
書
」
印
ア
リ
、
他
朱
印
二
顆
ア
リ
、

訓
点
附
刻
、
墨
書
書
入
レ
、
刊
記
ナ
シ
、

平
成
三
年
八
月
二
十
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
4
9
8
］

チ
ン
シ
ン

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
・
上
欄
ニ
ア
リ
、
「
沈
潜
」
ナ
ド
ア
リ
、
裏
表
紙
ニ

「
山
口
県
豊
浦
郡
吉
見
村
士
族
／
林
直
幸
」
ノ
朱
書
ア
リ
、

山
大
2
1
　
詔
易
経
再
刻
後
藤
鮎
　
　
　
　
　
　
　
　
二
冊

江
戸
時
代
後
期
刊
、
袋
綴
装
、
「
山
根
家
文
書
」
印
ア
リ
、
他
朱
印
一
顆
・
墨

印
一
顆
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
喜
入
レ
ナ
シ
、
刊
記
ナ
シ
、

（
序
文
）
寛
政
庚
成
孟
春
／
園
子
祭
酒
林
信
敬
讃

文
化
九
年
壬
申
九
月
／
江
都
　
佐
藤
坦
撰

平
成
三
年
八
月
二
十
日
　
柚
木
靖
史
発
見
［
4
9
9
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
・
上
欄
ニ
ア
リ
、
第
一
冊
裏
表
紙
ニ
「
本
町
山
根
義
亮

什
物
」
　
ノ
墨
書
ア
リ
、

山
大
2
2
　
語
易
経
再
刻
後
藤
鮎
警
坤
　
　
　
　
　
　
二
冊

江
戸
時
代
後
期
刊
、
袋
綴
装
、
「
山
根
家
文
書
」
印
ア
リ
、
他
二
朱
印
二
顧
ア

リ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
書
入
レ
ナ
シ
、
刊
記
ナ
シ
、

（
序
文
）
寛
政
庚
成
孟
春
／
園
子
祭
酒
林
信
敬
讃

文
化
九
年
壬
申
九
月
／
江
都
　
佐
藤
担
撰

平
成
三
年
八
月
二
十
日
　
岡
野
幸
夫
発
見
［
5
0
0
］

コ

　

　

シ

　

　

　

　

シ

ト

タ

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
・
上
欄
二
多
ク
ア
リ
、
「
冠
」
「
牝
牛
」
「
失
得
」
ナ
ド

ノ
例
ア
リ
、

山
大
2
3
　
語
書
経
再
刻
後
悪
人
・
地
　
　
　
　
　
　
二
冊

江
戸
時
代
後
期
刊
、
袋
綴
装
、
「
山
根
家
文
書
」
印
ア
リ
、
他
朱
印
二
顆
・
墨

印
一
顆
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
書
入
レ
ナ
シ
、
刊
記
ナ
シ
、

平
成
三
年
八
月
二
十
日
　
岡
野
幸
夫
発
見
［
5
0
1
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
・
上
欄
ニ
ア
リ
、

山
大
2
4
　
詔
躍
記
再
刻
後
藤
鮎
　
　
　
　
　
　
　
　
七
冊

江
戸
時
代
安
政
二
年
刊
、
袋
綴
装
、
「
山
根
家
文
書
」
印
ア
リ
、
他
朱
印
一
顆

ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
吾
人
レ
ナ
シ
、

（
刊
記
）
安
政
二
年
乙
卯
四
月
吉
旦
　
五
刻

平
成
三
年
八
月
二
十
日
　
岡
野
幸
夫
発
見
［
5
0
2
］

○
角
筆
ノ
仮
名
・
漢
字
、
主
二
上
欄
ニ
ア
リ
、
上
欄
二
角
筆
ニ
テ
「
三
日
之
」

ト
ア
リ
、
「
踵
」
　
ノ
上
欄
ニ
「
ク
ビ
ス
」
ナ
ド
ア
リ
、

山
大
2
5
　
語
春
秋
再
刻
後
藤
鮎
　
　
　
　
　
　
　
　
三
冊

江
戸
時
代
後
期
刊
、
袋
綴
装
、
「
山
根
家
文
書
」
印
ア
リ
、
他
墨
印
ア
リ
、
訓

点
附
刻
、
墨
書
書
入
レ
ナ
シ
、
刊
記
ナ
シ
、

平
成
三
年
八
月
二
十
日
　
岡
野
幸
夫
発
見
［
5
0
3
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
主
二
上
欄
二
多
ク
ア
リ
、
「
都
訣
」
　
ノ
上
欄
ニ
「
ゲ
キ
ケ
キ
」

ナ
ド
ア
リ
、

山
大
2
6
　
詩
経
（
内
題
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
冊

江
戸
時
代
後
期
刊
、
袋
綴
装
、
「
山
根
家
文
書
」
印
ア
リ
、
他
墨
印
ア
リ
、
訓

点
附
刻
、
墨
書
書
入
レ
ナ
シ
、
刊
記
ナ
シ
、

平
成
三
年
八
月
二
十
日
　
岡
野
幸
夫
発
見
［
狛
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
・
上
欄
ニ
ア
リ
、
第
一
冊
裏
表
紙
見
返
ニ
「
萩
河
添
本

丁
山
根
什
物
」
ノ
墨
書
、
第
二
冊
裏
表
紙
見
返
ニ
「
明
治
丙
子
九
年
十
二
月
」

）0．
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ノ
墨
書
ア
リ
、

山
大
2
7
　
珊
剥
大
撃
再
刻
後
藤
鮎
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

江
戸
時
代
後
期
刊
、
袋
綴
装
、
「
山
根
家
文
書
」
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書

吾
人
レ
ナ
シ
、
刊
記
ナ
シ
、

平
成
三
年
八
月
二
十
日
　
藤
田
夏
紀
発
見
［
5
0
5
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
主
二
上
欄
ニ
ア
リ
、
仮
名
ハ
平
仮
名
ヲ
用
イ
ル
、
「
不
レ
干
レ

経
」
ノ
上
欄
ニ
「
つ
ね
に
を
い
て
せ
」
ナ
ト
ア
リ
、

山
大
2
8
　
櫛
剥
中
庸
再
刻
後
藤
鮎
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

江
戸
時
代
後
期
刊
、
袋
綴
装
、
「
山
根
家
文
書
」
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書

書
入
レ
ナ
シ
、
刊
記
ナ
シ
、

平
成
三
年
八
月
二
十
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
5
0
6
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
・
上
欄
ニ
ア
リ
、
仮
名
ニ
ハ
平
仮
名
ヲ
用
イ
ル
、
表
紙

見
返
ニ
「
四
書
之
／
山
根
什
物
」
ノ
墨
書
ア
リ
、

山
大
2
9
　
中
庸
（
内
題
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

江
戸
時
代
後
期
刊
、
袋
綴
装
、
「
山
根
家
文
書
」
印
ア
リ
、
他
墨
印
ア
リ
、
訓

点
附
刻
、
墨
書
書
入
レ
ナ
シ
、
刊
記
ナ
シ
、

平
成
三
年
八
月
二
十
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
5
0
7
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
・
上
欄
ニ
ア
リ
、
仮
名
ニ
ハ
平
仮
名
ヲ
交
エ
ル
、
表
紙

見
返
ニ
「
四
書
之
／
山
根
什
物
」
　
ノ
墨
書
ア
リ
、

山

大

3

0

　

帯

十

八

史

暑

　

　

　

　

　

　

　

　

　

六

冊

江
戸
時
代
天
保
十
年
刊
、
袋
綴
装
、
古
印
ナ
シ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
書
入
レ
ナ
シ
、

（
刊
記
）
　
天
保
十
年
己
亥
再
刻
成

平
成
三
年
八
月
二
十
日
　
藤
田
夏
紀
発
見
［
5
0
8
］

○
角
筆
ノ
漢
字
・
仮
名
、
行
間
・
上
欄
二
多
ク
ア
リ
、
「
肝
」
ノ
上
欄
ニ
「
昔

キ

ッ

　

カ

イ

　

　

サ

イ

キ

リ

キ
ッ
／
ヲ
シ
ヘ
／
同
レ
肝
」
「
椀
里
」
「
遮
」
ナ
ド
ア
リ
、
第
一
冊
裏
表
紙

見
返
ニ
「
河
野
」
　
ノ
墨
書
ア
リ
、

山
大
3
1
　
資
治
通
鑑

四
十
六
冊

江
戸
時
代
嘉
永
二
年
刊
、
袋
綴
装
、
「
明
倫
館
印
」
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
ナ
シ
、

墨
書
・
朱
書
古
人
レ
、

（
刊
記
）
津
藩
請
誌
同
校

（
政
文
）
刻
資
治
通
鑑
序
（
四
十
二
行
略
）
／
嘉
永
二
年
己
酉
冬
十
月
　
伊
賀

国
主
藤
原
高
猷
撰
　
刻
資
治
通
鑑
政
／
（
二
十
二
行
略
）
／
嘉
永
二

年
己
酉
夏
五
月
中
幹
／
幕
府
講
官
佐
藤
坦
撰

平
成
三
年
十
月
三
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
5
7
9
］

○
角
筆
ノ
仮
名
・
漢
字
、
主
二
上
欄
ニ
ア
リ
、
第
十
三
冊
表
紙
見
返
ニ
「
明
倫

館
御
書
物
」
ノ
墨
書
ア
リ
、

山
大
3
2
　
書
経
大
全
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
冊

江
戸
時
代
初
期
刊
、
袋
綴
装
、
「
明
倫
館
印
」
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
・

朱
書
書
入
レ
、
刊
記
ナ
シ
、
′

平
成
三
年
十
月
三
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
5
8
0
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
・
上
欄
ニ
ア
リ
、
仮
名
ニ
ハ
平
仮
名
ヲ
交
エ
ル
　
（
第
一

冊
ヨ
リ
確
認
）
、

山

大

3

3

　

詔

易

経

後

藤

鮎

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二

冊

江
戸
時
代
後
期
刊
、
袋
綴
装
、
朱
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
書
入
レ
ナ
シ
、

刊
記
ナ
シ
、

（
序
文
）
後
藤
鮎
五
経
序
／
（
十
七
行
略
）
／
寛
政
庚
成
孟
春
／
園
子
祭
酒
杯

信
敬
讃

（
版
心
記
）
後
藤
鮎

平
成
三
年
十
月
三
日
　
柚
木
靖
史
発
見
［
5
8
1
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
主
二
上
欄
二
散
在
ス
、
第
一
冊
巻
末
ニ
「
松
林
山
蔵
書
／
文

化
丙
寅
歳
求
之
」
ノ
墨
書
ア
リ
、

山
大
3
4
　
春
秋
集
註
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
冊

江
戸
時
代
中
期
刊
、
袋
綴
装
、
「
明
倫
館
印
」
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
書

入
レ
ナ
シ
、
刊
記
ナ
シ
、

）14（



平
成
三
年
十
月
三
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
5
8
2
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
二
多
ク
ア
リ
、
菰
野
義
解
ご
猷
斉
」
「
軟
ぎ
ナ

ド
ア
リ
、

山
大
3
5
　
文
選
正
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
冊

江
戸
時
代
天
明
四
年
刊
、
袋
綴
装
、
「
明
倫
館
印
」
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨

書
書
入
レ
、

（
刊
記
）
天
明
四
年
甲
辰
夏
五
月
吉
日
　
京
師
書
辟
風
月
荘
左
衛
門
梓

平
成
三
年
十
月
三
日
　
岡
野
幸
夫
発
見
［
5
8
3
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
ニ
ア
リ
　
（
第
一
冊
ヨ
リ
確
認
）
、

山
大
3
6
　
珊
瑚
孟
子
再
刻
後
藤
鮎
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

江
戸
時
代
安
政
五
年
刊
、
袋
綴
装
、
「
山
根
家
文
書
」
印
ア
リ
、
墨
印
ア
リ
、

訓
点
附
刻
、
墨
書
書
入
レ
ナ
シ
、

（
刊
記
）
安
政
五
年
戊
午
春
正
月
　
六
刻

平
成
三
年
十
月
三
日
　
柚
木
靖
史
発
見
［
5
8
4
］

○
角
筆
ノ
仮
名
・
漢
字
、
行
間
・
上
欄
ニ
ア
リ
、
上
欄
ニ
「
解
」
ナ
ド
ノ
角
筆

ノ
漢
字
ア
リ
、

山
大
3
7
　
蒙
求

江
戸
時
代
寛
保
元
年
刊
、
袋
綴
装
、

墨
書
・
朱
書
書
入
レ
、

（
刊
記
）
東
都
　
南
部
先
生
考
訂

寛
保
元
年
辛
酉
春
三
月

皇
都
　
梅
井
藤
右
衛
門

植
村
　
藤
三
郎

三
冊

「
山
根
家
文
書
」
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、

書
・
朱
書
書
入
レ
、
刊
記
ナ
シ

（
第
一
冊
、
表
紙
見
返
シ
）
嘉
永
庚
成
新
鏑

琳
弦
暫
雑
著

水
府
猟
弦
暫
蔵
版

平
成
三
年
十
月
三
日
　
岡
野
幸
夫
発
見
［
5
8
6
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
上
欄
ニ
ア
リ
　
（
第
一
冊
ヨ
リ
確
認
）
、

山
大
3
9
　
露
易
経
、
書
経
、
祀
記
、
春
秋
改
鮎
　
　
　
　
九
冊

江
戸
時
代
後
期
刊
、
袋
綴
装
、
「
景
山
家
文
書
」
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書

書
入
レ
ナ
シ
、
刊
記
ナ
シ
、

平
成
三
年
十
月
三
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
5
8
7
］

○
角
筆
ノ
仮
名
・
漢
字
、
主
二
上
欄
ニ
ア
リ
、
上
欄
ニ
「
天
」
ナ
ド
ノ
角
筆
ノ

漢
字
ア
リ
、
第
八
冊
裏
表
紙
見
返
ニ
「
天
保
十
二
年
辛
丑
初
春
再
刻
」
ノ
墨

書
ア
リ
、

山

大

4

0

　

謁

中

庸

後

藤

鮎

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

冊

江
戸
時
代
後
期
刊
、
袋
綴
装
、
朱
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
朱
書
書
入
レ
、
刊
記

ナ
シ
、

平
成
三
年
十
月
三
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
5
8
8
］

コ

シ

ヤ

　

　

　

ヨ

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
・
上
欄
二
多
ク
ア
リ
、
「
郊
社
」
「
服
麿
」
ナ
ド
ノ
オ
段

）24（

長
音
ノ
短
呼
ノ
例
ア
リ
、
柱
ニ
「
北
村
蔵
」
ト
ア
リ
、

山
大
4
1
　
甜
捌
孟
子
後
藤
む

四
冊

梓
行

平
成
三
年
十
月
三
日
　
岡
野
幸
夫
発
見
［
5
8
5
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
・
上
欄
二
多
ク
ア
リ
、

山
大
3
8
　
赤
穂
四
十
七
土
樽
（
内
題
）

江
戸
時
代
嘉
永
三
年
刊
、
袋
綴
装
、
「
明
倫
館
印
」
印
ア
リ
、

二
冊

訓
点
附
刻
、
墨

江
戸
時
代
天
保
六
年
刊
、
袋
綴
装
、
朱
印
ア
リ
、

（
刊
記
）
　
天
保
六
年
乙
末
孟
春
三
刻

天
安
吾
辟
　
五
條
通
高
倉
東
入
町

北
村
四
良
兵
衛

浪
華
書
辟
　
上
町
南
草
屋
町

山
内
五
郎
兵
衛

平
成
三
年
十
月
三
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
掴
］

訓
点
附
刻
、
墨
書
書
入
レ
、



○
角
筆
ノ
仮
名
・
漢
字
、
行
間
ニ
ア
リ
、
柱
ニ
「
北
村
蔵
」
ト
ア
リ
、

山
大
4
2
　
甜
春
秋
集
註
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
五
冊

江
戸
時
代
寛
文
四
年
刊
、
袋
綴
装
、
朱
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
・
朱
書
書

書
坊

洛
陽
草
屋
町
通
夷
川
上
町
　
林
久
次
郎

江
戸
神
田
元
乗
物
町
出
店
　
同
源
兵
衛

入
レ
、

（
刊
記
）
寛
文
四
甲
辰
暦
　
九
月
吉
日

野
田
庄
右
衛
門
　
閥
板

平
成
三
年
十
月
三
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
5
9
0
］

○
角
筆
ノ
注
解
（
漢
字
仮
名
交
リ
）
ト
仮
名
、
多
ク
ア
リ
、

ノ
注
ニ
「
宋
ニ
ウ
ラ
ミ
」
　
（
上
欄
）
、
「
其
匹
」
　
ノ
注
ニ

「
民
庶
」
ノ
注
こ
．
「
人
促
」
　
（
左
傍
）
　
ナ
ド
ア
リ
、

山
大
4
3
　
論
語
（
内
題
）

江
戸
時
代
初
期
刊
、
袋
綴
装
、
「
臍
毛
利
就
挙
」
印
ア
リ
、

書
入
レ
、
刊
記
ナ
シ
、

本
文
「
自
レ
邦
告
」

「
天
子
」
　
（
左
傍
）
、

二
冊

訓
点
附
刻
、
墨
書

平
成
三
年
十
月
三
日
　
岡
野
幸
夫
発
見
［
5
9
1
］

チ
ヨ

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
ニ
ア
リ
、
「
家
宰
」
ナ
ド
ア
リ
、

チ
ヨ

山
大
4
4
　
新
増
評
註
古
文
異
質
（
後
集
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
冊

江
戸
時
代
延
安
八
年
刊
、
袋
綴
装
、
「
臍
毛
利
就
挙
」
「
徳
藩
蔵
書
」
印
ア
リ
、

訓
点
附
刻
、
墨
書
・
朱
書
書
入
レ
、

（
刊
記
）
延
賓
八
庚
申
歳
孟
春
吉
辰

山
本
長
平
衛
刊
行

平
成
三
年
十
月
三
日
　
小
林
芳
規
発
見
［
5
9
2
］

シ
ウ
フ
ウ

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
ニ
ア
リ
、
「
秋
風
辞
」
ナ
ド
ア
リ
、

山
大
4
5
需
古
文
後
集

江
戸
時
代
享
保
十
二
年
刊
、
袋
綴
装
、
「
脚
毛
利
就
挙
」

リ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
書
入
レ
ナ
シ
、

（
刊
記
）
正
徳
二
年
壬
辰
孟
春
吉
且
板
行

享
保
十
二
年
丁
未
仲
春
改
正

二
冊

「
徳
藩
蔵
書
」
印
ア

平
成
三
年
十
月
三
日
　
小
林
芳
規
発
見
［
5
9
3
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
・
上
欄
・
下
欄
ニ
ア
リ
、
「
訊
瓢
而
」
ノ
上

欄
ニ
「
へ
」
ナ
ド
ア
リ
、

山
大
4
6
　
霊
古
文
眞
賓
（
後
集
）
　
　
　
　
　
　
　
　
二
冊

江
戸
時
代
中
期
刊
、
袋
綴
装
、
「
脾
毛
利
就
挙
」
「
徳
藩
蔵
書
」
印
ア
リ
、
訓

点
附
刻
、
墨
書
・
朱
書
書
入
レ
ナ
シ
、
刊
記
ナ
シ
、

（
第
二
冊
、
最
終
丁
巻
下
七
十
五
ウ
）
清
龍
堂

平
成
三
年
十
月
三
日
　
小
林
芳
規
発
見
［
5
9
4
］

○
角
筆
ノ
仮
名
・
漢
字
、
行
間
・
上
欄
二
多
ク
ア
リ
、
「
揺
揺
」
ノ
上
欄
ニ

ノ

「
ヨ
」
、
「
醸
郁
」
ナ
ド
オ
段
長
音
ノ
短
呼
、
「
翳
翳
」
　
ノ
上
欄
ニ
「
ヱ
」
、

「
災
青
」
ノ
上
欄
ニ
「
サ
イ
セ
」
、
「
掛
嬰
」
ノ
短
呼
、
「
莫
邪
」
ノ
上
欄
ニ

「
シ
ャ
ウ
」
ノ
長
音
化
、
「
焉
求
」
ノ
上
欄
ニ
「
ナ
ニ
シ
カ
」
、
「
率
」
ノ
上

欄
ニ
「
大
ム
ネ
」
、
「
惨
悸
」
ノ
上
欄
ニ
「
心
主
」
ナ
ド
ア
リ
、

山
大
4
7
　
春
秋
左
氏
侍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
五
冊

江
戸
時
代
中
期
刊
、
袋
綴
装
、
品
毛
利
就
挙
」
「
徳
藩
蔵
書
」
印
ア
リ
、
訓

点
附
刻
、
墨
書
・
朱
書
吾
人
レ
ナ
シ
、
刊
記
ナ
シ
、

平
成
三
年
十
月
四
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
5
9
5
］

○
角
筆
ノ
漢
字
、
上
欄
ニ
ア
リ
、

山
大
4
8
　
論
語
古
訓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
冊

江
戸
時
代
元
文
四
年
刊
、
袋
綴
装
、
「
肺
毛
利
就
挙
」
「
徳
藩
蔵
書
」
印
ア
リ
、

訓
点
附
刻
、
墨
書
・
朱
書
吾
人
レ
、

（
版
心
記
）
　
嵩
山
房
梓

（
刊
記
）
元
文
四
年
己
末
夏
五
月
吉

江
都
書
韓
　
嵩
山
房
蔵
板

平
成
三
年
十
月
四
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
5
9
6
］

）34（



○
角
筆
ノ
仮
名
、
上
欄
・
行
間
ニ
ア
リ
、
仮
名
ニ
ハ
平
仮
名
ヲ
交
エ
ル
、

山
大
4
9
　
詔
易
経
・
書
経
・
躍
記
改
鮎
　
　
　
　
　
　
八
冊

江
戸
時
代
天
保
十
二
年
刊
、
袋
綴
装
、
「
胴
毛
利
就
挙
」
「
尊
経
堂
称
蔵
」
印

ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
朱
書
書
入
レ
、

（
第
二
峡
、
第
四
冊
、
刊
記
）
　
文
化
十
年
菜
酉
晩
秋
費
免

天
保
十
二
年
辛
丑
初
春
再
刻

平
成
三
年
十
月
四
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
5
9
7
］

○
角
筆
ノ
仮
名
・
漢
字
、
行
間
・
上
欄
ニ
ア
リ
、
仮
名
ニ
ハ
平
仮
名
ヲ
交
エ
ル
、

山
大
5
0
　
論
語
（
内
題
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
冊

江
戸
時
代
天
和
三
年
刊
、
袋
綴
装
、
「
脚
毛
利
就
挙
」
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、

墨
書
吾
人
レ
ナ
シ
、

（
刊
記
）
　
天
和
三
芙
亥
歳
仲
昏
上
浣
日

邑
上
　
鋼
蛇
坊
　
書
辟
　
長
尾
平
兵
衛
詩
梓

平
成
三
年
十
月
四
日
　
岡
野
幸
夫
発
見
［
5
9
8
］

○
角
筆
ノ
注
・
仮
名
、
行
間
ニ
ア
リ
、

山
口
県
立
山
口
図
書
館
蔵
本
　
　
5
9
点
（
県
図
1
～
県
図
5
9
）
　
犯
冊

県
図
1
　
断
頭
易
経
　
（
乾
）
（
坤
）
　
　
　
　
　
　
　
二
冊

江
戸
時
代
中
期
刊
、
袋
綴
装
、
印
ナ
シ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
吾
人
レ
ナ
シ
、
刊

記
ナ
シ
、

平
成
三
年
八
月
二
十
一
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
5
0
9
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
・
上
欄
二
多
数
ア
リ
、
表
紙
見
返
ニ
モ
ア
リ
、
角
筆
ノ

ヒ
タ
イ

仮
名
ニ
ハ
　
「
顆
」
　
ノ
音
ヲ
　
「
シ
ウ
」
ト
ス
ル
例
ア
リ
、

県
図
2
　
官
板
易
経
大
全
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
冊

江
戸
時
代
初
期
刊
、
袋
綴
装
、
朱
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
吾
人
レ
ナ
シ
、

刊
記
ナ
シ
、

平
成
三
年
八
月
二
十
一
日
　
藤
田
夏
紀
発
見
［
5
1
0
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
上
欄
ニ
ア
リ
、
本
文
「
随
」
　
ノ
訓
「
シ
」
　
ヲ
示
セ
ル
等
ナ
リ
、

県
図
3
　
易
経
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
冊

些
戸
時
代
中
期
刊
、
袋
綴
装
、
「
防
陽
多
賀
宮
文
庫
」
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、

墨
書
・
朱
書
書
入
レ
、

（
表
紙
見
返
）
　
道
春
貼
附

平
成
三
年
八
月
二
十
一
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
5
1
1
］

フ
ル

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
・
上
欄
ニ
ア
リ
、
「
観
レ
藩
」
「
歳
二
其
角
こ
ノ
上
欄

ニ
「
ク
ル
シ
マ
」
ト
ア
ル
ガ
如
シ
、
後
表
紙
見
返
ニ
「
高
橋
主
殿
　
（
花
押
）
」

ノ
墨
書
ア
リ
、

県
図
4
　
書
経
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
冊

江
戸
時
代
中
期
刊
、
袋
綴
装
、
印
記
ナ
シ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
・
朱
書
書
入
レ
、

刊
記
ナ
シ
、

平
成
三
年
八
月
二
十
一
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
5
1
2
］

ノ

○
角
筆
ノ
漢
字
、
行
間
ニ
ア
リ
、
「
西
l
方
諸
l
侯
」
　
ノ
右
傍
二
角
筆
ニ
テ
「
三

面
」
ト
ア
ル
ナ
ド
ナ
リ
、

県
図
5
　
祀
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
冊

江
戸
時
代
初
期
刊
、
袋
綴
装
、
印
ナ
シ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
吾
人
レ
ナ
シ
、

（
政
文
）
　
羅
山
干
道
春

把
筆
干
東
武
寓
所
夕
顔
巷

平
成
三
年
八
月
二
十
一
日
　
岡
野
幸
夫
発
見
［
5
1
3
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
・
上
欄
二
多
シ
、
「
近
習
」
　
ノ
上
欄
ニ
「
ヘ
ヤ
ノ
ソ
キ

ン
　
（
側
近
）
」
ト
記
ス
ル
ガ
如
キ
意
訳
ア
リ
、

県
図
6
　
春
秋
左
氏
侍
再
刻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
五
冊

江
戸
時
代
安
永
六
年
刊
、
袋
綴
装
、
朱
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
・
朱
書
召

人
レ
、

（
刊
記
）
安
永
六
年
丁
酉
三
月
新
刻

）44（



平
成
三
年
八
月
二
十
一
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
5
1
4
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
・
上
欄
ニ
ア
リ
（
第
四
冊
・
第
五
冊
ニ
テ
確
認
）
、

県
図
7
　
穏
記
集
註

江
戸
時
代
寛
文
三
年
刊
、
袋
綴
装
、

書
書
入
レ
ナ
シ
、

（
刊
記
）
寛
文
三
突
卯
年
正
月
吉
辰

烏
丸
通
下
立
安
下
町

二
十
冊

「
小
山
蔵
書
」
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨

野
田
庄
右
衛
門
板
行

平
成
三
年
八
月
二
十
一
日
　
藤
田
夏
紀
発
見
［
5
1
5
］

〇
第
十
一
冊
ノ
表
層
二
角
筆
ノ
仮
名
ラ
シ
キ
書
入
レ
ア
リ
、

県
図
8
　
春
秋
胡
氏
侍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

江
戸
時
代
後
期
刊
、
袋
綴
装
、
「
明
倫
館
印
」
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
書

入
レ
、
刊
記
ナ
シ
、

平
成
三
年
八
月
二
十
一
日
　
柚
木
靖
史
発
見
［
5
1
6
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
・
上
欄
ニ
ア
リ
、
裏
表
紙
ニ
「
三
春
月
」
ノ
墨
書
ア
リ
、

県
因
9
　
春
秋
左
氏
侍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
二
冊

江
戸
時
代
中
期
刊
、
袋
綴
装
、
「
防
陽
多
賀
宮
文
庫
」
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、

墨
書
・
朱
書
書
入
レ
、
刊
記
ナ
シ
、

平
成
三
年
八
月
二
十
一
日
　
柚
木
靖
史
発
見
［
5
1
7
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
上
欄
ニ
ア
リ
（
第
一
冊
カ
ラ
第
五
冊
ニ
ワ
タ
リ
確
認
）
、
「
捷

蕾
」
ノ
上
欄
ニ
「
セ
ツ
」
ト
ア
ル
ナ
ド
ナ
リ
、

県
図
1
0
　
孝
経
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

江
戸
時
代
宝
暦
十
一
年
刊
、
袋
綴
装
、
「
防
陽
多
賀
宮
文
庫
」
印
ア
リ
、
訓
点

附
刻
ナ
シ
、
墨
書
書
入
レ
ナ
シ
、

（
刊
記
）
享
保
十
七
年
　
壬
子
仲
冬
朔
旦

東
都
　
紫
芝
園
蔵
板

賢
暦
十
一
年
辛
巳
五
月
　
日
再
刻

書
辟
　
嵩
山
房
　
小
林
新
兵
衛
章
行

平
成
三
年
八
月
二
十
一
日
　
藤
田
夏
紀
発
見
［
5
1
8
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
・
上
欄
ニ
ア
リ
、
「
大
宮
司
高
橋
掻
津
守
新
添
」
ノ
朱

書
ア
リ
、

県
図
1
1
　
榊
槻
把
大
学
芝
山
後
莞
生
定
本
　
　
　
　
　
一
冊

江
戸
時
代
後
期
刊
、
袋
綴
装
、
朱
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
書
入
レ
ナ
シ
、

刊
記
ナ
シ
、

平
成
三
年
八
月
二
十
一
日
　
岡
野
幸
夫
発
見
［
5
1
g
］

○
角
筆
ノ
仮
名
・
漢
字
、
上
欄
ニ
ア
リ
、
仮
名
ニ
ハ
平
仮
名
ヲ
用
イ
タ
リ
、
裏

表
紙
見
返
ニ
「
安
部
氏
」
ノ
墨
書
ア
リ
、

県
図
1
2
　
小
撃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

江
戸
時
代
中
期
刊
、
袋
綴
装
、
「
防
陽
多
賀
宮
文
庫
」
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、

朱
書
書
入
レ
、
刊
記
ナ
シ
、

（
版
心
記
）
　
山
崎
嘉
鮎

平
成
三
年
八
月
二
十
一
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
甜
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
・
上
欄
二
多
ク
ア
リ
、
「
曹
」
　
ノ
上
欄
「
シ
ト
シ
ウ

（
I
ヒ
ト
シ
ウ
）
」
ノ
詑
昔
、
「
糀
」
　
（
上
欄
「
チ
ヨ
ヲ
」
）
、
「
鄭
子
減
（
上
欄

「
テ
ィ
ノ
シ
ソ
ヲ
」
）
、
「
晋
侯
」
（
上
欄
「
シ
ン
コ
ヲ
」
）
　
ノ
如
ク
長
音
ヲ
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「
ヲ
」
デ
表
記
ス
ル
ナ
ド
ア
リ
、

県
図
1
3
　
論
語
後
藤
鮎

江
戸
時
代
後
期
刊
、
袋
綴
装
、
墨
印
ア
リ
、

ナ
シ
、

平
成
三
年
八
月
二
十
一
日
　
豊
田
尚
子
発
見

四
冊

訓
点
附
刻
、
墨
書
書
入
レ
、
刊
記

［
5
2
1
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
・
上
欄
二
多
ク
ア
リ
、
仮
名
ニ
ハ
平
仮
名
ヲ
交
エ
ル
、

裏
表
紙
ニ
「
有
田
蔵
書
」
ノ
墨
書
ア
リ
、

県
図
1
4
　
猷
慧
芸
道
春
訓
点
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
冊

江
戸
時
代
中
期
刊
、
袋
綴
装
、
朱
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
書
入
レ
、
刊
記



ナ
シ
、

平
成
三
年
八
月
二
十
一
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
5
2
2
］

○
角
筆
ノ
仮
名
・
漢
字
、
行
間
・
上
欄
二
多
ク
ア
リ
、

県
図
1
5
　
中
庸
全
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

江
戸
時
代
初
期
刊
、
袋
綴
装
、
印
ナ
シ
、
訓
点
附
刻
、
朱
書
書
入
レ
、
刊
記
ナ
シ
、

平
成
三
年
八
月
二
十
一
日
　
柚
木
靖
史
発
見
［
5
2
3
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
・
上
欄
二
多
ク
ア
リ
、
仮
名
ニ
ハ
平
仮
名
ヲ
交
エ
ル
、

コ

「
菅
亀
」
　
ノ
右
傍
ニ
「
シ
キ
」
、
上
欄
ニ
「
き
き
」
　
ト
シ
、
又
「
広
大
」
　
ノ

如
キ
長
音
ノ
短
呼
例
ア
リ
、

県
図
1
6
　
柩
鵡
中
庸
道
春
鮎
全
　
　
　
　
　
　
　
　
全
一
冊

江
戸
時
代
後
期
刊
、
袋
綴
装
、
「
河
野
蔵
書
」
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
吾

人
レ
、

平
成
三
年
八
月
二
十
一
日
　
柚
木
靖
史
発
見
［
5
2
4
］

○
角
筆
ノ
仮
名
・
漢
字
、
上
欄
ニ
ア
リ
、
内
表
紙
ニ
「
山
口
仁
保
中
郷
河
野
姓
」

ノ
墨
書
ア
リ
、

県
図
1
7
　
中
庸
道
春
鮎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南

江
戸
時
代
初
期
刊
、
袋
綴
装
、
「
防
陽
多
賀
宮
文
庫
」
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、

朱
書
書
入
レ
、
刊
記
ナ
シ
、

平
成
三
年
八
月
二
十
一
日
　
柚
木
靖
史
発
見
［
5
2
5
］

ハ
シ

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
・
上
欄
二
多
ク
ア
リ
、
「
悦
」
ナ
ド
ノ
例
ア
リ
、

県

図
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塑

詣

集

註

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

七

冊

江
戸
時
代
初
期
刊
、
袋
綴
装
、
墨
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
書
入
レ
ナ
シ
、

刊
記
ナ
シ
、

平
成
三
年
八
月
二
十
一
日
　
藤
田
夏
紀
発
見
［
5
2
6
］

○
角
筆
ノ
仮
名
・
漢
字
、
行
間
・
上
欄
二
多
ク
ア
リ
、
「
暫
ナ
ド
ノ
例
ア
リ
、

第
一
冊
ノ
内
表
紙
ニ
「
安
部
氏
」
、
後
表
紙
見
返
ニ
「
安
部
蔵
書
」
　
ノ
墨
書

ア
リ
、

県
図
1
9
　
孟
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
眉
冊

江
戸
時
代
寛
文
十
年
刊
、
袋
綴
装
、
「
防
陽
多
賀
宮
文
庫
」
印
ア
リ
、
訓
点
附

刻
、
墨
書
書
入
レ
、

（
刊
記
）
　
寛
文
庚
成
夏
日

書
林
洛
陽
烏
丸
横
徳
堂
梓
板

平
成
三
年
八
月
二
十
一
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
5
2
7
］

○
角
筆
ノ
仮
名
・
漢
字
、
行
間
・
上
欄
二
多
ク
ア
リ
、
仮
名
ニ
ハ
平
仮
名
ヲ
交

エ
ル
、
「
耕
稼
陶
漁
」
ノ
上
欄
ニ
「
こ
か
と
」
ノ
長
音
ノ
短
呼
例
ナ
ド
ア
リ
、

県
図
2
0
　
孟
子

江
戸
時
代
元
禄
八
年
刊
、
袋
綴
装
、
印
ナ
シ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書

（
刊
記
）
元
禄
第
八
髭
年
三
月
吉
辰

離
陽
書
林
正
華
堂
改
正

平
成
三
年
八
月
二
十
一
日
　
岡
野
幸
夫
発
見
［
5
2
8
］

四
冊

・
朱
書
書
入
レ

○
角
筆
ノ
仮
名
・
漢
字
、
行
間
・
上
欄
二
多
ク
ア
リ
、
仮
名
ニ
ハ
平
仮
名
ヲ
交

コ

　

　

　

　

コ

エ
ル
、
「
含
蓄
」
　
（
チ
ー
キ
）
　
ノ
詑
音
、
「
広
土
」
「
江
」
ノ
如
キ
長
音
ノ
短
呼
、

久

　

　

カ

ン

キ

ク

　

久

「
窮
人
」
「
舜
宮
」
ナ
ド
ノ
例
ア
リ
、
表
紙
中
央
ニ
「
片
山
鳳
励
註
入
」
ノ

墨
書
、
後
表
紙
ニ
「
享
保
二
年
卯
ノ
四
月
吉
日
」
　
〈
第
二
冊
）
、
「
安
永
五
申
ノ

／
寛
延
二
巴
十
一
月
三
日
」
　
（
第
二
冊
〉
ノ
墨
書
ア
リ
、

県
図
2
1
　
孟
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
冊

江
戸
時
代
慶
安
三
年
刊
、
袋
綴
装
、
印
ナ
シ
、
訓
点
附
刻
、
朱
書
・
墨
書
・
自

書
書
入
レ
、

（
刊
記
）
　
慶
安
三
暦
初
春

書
林
余
氏
仝
梓
新
開
板

平
成
三
年
八
月
二
十
一
日
　
岡
野
幸
夫
発
見
［
5
2
9
］

○
角
筆
ノ
仮
名
・
漢
字
、
行
間
・
上
欄
二
多
ク
ア
リ
、
仮
名
ニ
ハ
平
仮
名
ヲ
交

エ
ル
、
「
薙
豚
」
ニ
「
け
と
ん
」
「
け
へ
と
ん
」
ノ
仮
名
ノ
例
ナ
ド
ア
リ
、
第

四
冊
／
後
表
紙
ニ
「
天
明
三
卯
暮
春
吉
日
」
ノ
墨
書
ア
リ
、
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県
因
2
2
　
竃
頭
孟
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
冊

江
戸
時
代
延
買
二
年
刊
、
袋
綴
装
、
印
ナ
シ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
富
入
レ
、

（
刊
記
）
延
賢
式
年
仲
夏
穀
旦

烏
丸
通
二
条
上
二
町
目

三
木
氏
親
信
梓
行

平
成
三
年
八
月
二
十
一
日
　
柚
木
靖
史
発
見
［
5
3
0
］

○
角
等
ノ
仮
名
・
漢
字
、
行
間
・
上
欄
ニ
ア
リ
、
仮
名
ニ
ハ
平
仮
名
ヲ
交
エ
ル
、

コ

ト

シ
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リ
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ナ

云
都
子
」
「
郊
」
「
浪
貴
」
ノ
オ
段
長
音
ノ
短
呼
、
「
緋
」
（
チ
ー
キ
）
、
「
静

正

　

　

三

春
」
ノ
例
、
「
冒
」
「
残
」
ノ
例
ナ
ド
ア
リ
、

県
図
2
3
　
斯
剥
小
撃
句
讃
内
符
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
冊

江
戸
時
代
後
期
刊
、
袋
綴
装
、
墨
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
書
入
レ
、
刊
記

ナ
シ
、

（
版
心
記
）
有
文
閣
蔵

平
成
三
年
八
月
二
十
一
日
　
柚
木
靖
史
発
見
［
5
3
1
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
上
欄
ニ
ア
リ
　
（
第
一
冊
ヨ
リ
確
認
）
、
仮
名
ニ
ハ
平
仮
名
ヲ

交
エ
ル
、

県
図
2
4
　
日
本
政
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
六
冊

江
戸
時
代
文
久
元
年
刊
、
袋
綴
装
、
「
藤
山
蔵
書
」
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨

書
吾
人
レ
ナ
シ
、

（
刊
記
）
　
文
久
紀
元
辛
酉
歳
十
二
月

頼
又
次
郎
蔵
板

（
版
心
記
）
　
頼
氏
正
本

平
成
三
年
八
月
二
十
一
日
　
藤
田
夏
紀
発
見
［
5
3
2
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
上
欄
ニ
ア
リ
（
第
一
冊
カ
ラ
第
十
冊
二
亘
ッ
テ
確
認
）
、
「
鹿
」

ノ
上
欄
「
カ
タ
コ
」
　
ノ
訓
、
「
冗
兵
」
　
（
上
欄
「
ジ
ョ
」
）
、
「
輯
睦
」
　
（
上
欄

江
戸
時
代
元
禄
十
三
年
刊
、
袋
綴
装
、
「
防
陽
多
賀
宮
文
庫
」
印
ア
リ
、
訓
点

附
刻
、
朱
書
・
墨
書
吾
人
レ
、

（
刊
記
）
　
元
禄
十
三
歳

辰
二
月
吉
日
華
洛
二
條
通
衣
棚
角

風
月
勝
左
衛
門

（
版
心
記
）
　
風
月
坂

平
成
三
年
八
月
二
十
一
日
　
藤
田
夏
紀
発
見
［
5
3
3
］

○
角
筆
ノ
仮
名
・
漢
字
、
行
間
・
上
欄
二
多
ク
ア
リ
、

角
筆
ノ
月
日
「
正
二
月

廿
九
日
」
ガ
巻
五
ノ
篭
ニ
ア
リ
、
「
争
竺
「
讐
ノ
誓
、
「
熟
徒
」

「
重
臣
「
跡
覆
」
「
容
文
」
ノ
如
キ
字
音
表
記
ア
リ
、

県
図
2
6
　
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
前
集
（
内
題
）

江
戸
時
代
中
期
刊
、
袋
綴
装
、
印
ナ
シ
、
訓
点
附
刻
、

記
ナ
シ
、

平
成
三
年
八
月
二
十
一
日
　
藤
田
夏
紀
発
見
［
5
3
4
］

三
冊

墨
書
吾
人
レ
ナ
シ
、
刊
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○
角
筆
ノ
仮
名
、
上
欄
ニ
ア
リ
（
第
一
冊
ヨ
リ
確
認
）
、

県
図
2
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甜
謙
古
文
真
賓
（
後
集
）
　
　
　
　
　
　
　
　
二
冊

江
戸
時
代
寛
文
九
年
刊
、
袋
綴
装
、
墨
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
朱
書
・
墨
書
書

入
レ
、（

刊
記
）
寛
文
九
配
年
初
冬
吉
辰

二
條
通
玉
屋
町
上
村
次
郎
衛
門
新
刊

平
成
三
年
八
月
二
十
一
日
　
藤
田
夏
紀
発
見
［
5
2
5
］

○
角
筆
ノ
仮
名
・
漢
字
、
行
間
・
上
欄
二
多
ク
ア
リ
、

「
擾
」
ノ
上
欄
ニ
「
乱
」
、

「
シ
ユ
ホ
ク
」
）
　
ノ
オ
段
長
音
ノ
短
呼
例
ア
リ
、

県
図
2
5
　
票
文
選
芳
訓
大
全

九
冊

「
樹
間
」
ノ
右
傍
ニ
「
シ
カ
ン
」
　
（
ジ
ュ
ー
ジ
）
、
「
醇
酎
」
ノ
右
傍
ニ
「
シ

ン
」
　
（
ジ
ュ
ン
ー
ジ
ン
）
、
「
趣
舎
」
ノ
右
傍
ニ
「
シ
」
（
シ
ュ
ー
シ
）
　
ノ
詑
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ド
ア
リ
、
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図
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一
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江
戸
時
代
初
期
刊
、
袋
綴
装
、
朱
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
書
入
レ
、
刊
記



県
図
2
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竃
頭
孟
子

江
戸
時
代
延
賢
二
年
刊
、
袋
綴
装
、

六
冊

印
ナ
シ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
書
入
レ
、

（
刊
記
）
　
延
貿
式
年
仲
夏
穀
旦

鳥
丸
通
二
条
上
二
町
目

三
木
氏
親
信
梓
行

平
成
三
年
八
月
二
十
一
日
　
柚
木
靖
史
発
見
［
5
3
0
］

○
角
筆
ノ
仮
名
・
漢
字
、
行
間
・
上
欄
ニ
ア
リ
、
仮
名
ニ
ハ
平
仮
名
ヲ
交
エ
ル
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云
都
子
」
「
郊
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呼
、
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キ
）
、
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景
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春
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ノ
例
、
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堅
「
堅
ノ
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ア
リ
、
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図
2
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讃
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二
冊

江
戸
時
代
後
期
刊
、
袋
綴
装
、
墨
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
吾
人
レ
、
刊
記

ナ
シ
、

（
版
心
記
）
　
有
文
閣
蔵

平
成
三
年
八
月
二
十
一
日
　
柚
木
靖
史
発
見
［
5
3
1
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
上
欄
ニ
ア
リ
　
（
第
一
冊
ヨ
リ
確
認
）
、
仮
名
ニ
ハ
平
仮
名
ヲ

交
エ
ル
、

県
図
2
4
　
日
本
政
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
六
冊

江
戸
時
代
文
久
元
年
刊
、
袋
綴
装
、
「
藤
山
蔵
書
」
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨

書
吾
人
レ
ナ
シ
、

（
刊
記
）
　
文
久
紀
元
辛
酉
歳
十
二
月

額
又
次
郎
蔵
板

（
版
心
記
）
　
頼
氏
正
本

平
成
三
年
八
月
二
十
一
日
　
藤
田
夏
紀
発
見
［
5
3
2
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
上
欄
ニ
ア
リ
（
第
一
冊
カ
ラ
第
十
冊
二
亘
ッ
テ
確
認
）
、
「
鹿
」

ノ
上
欄
「
カ
タ
コ
」
　
ノ
訓
、
「
冗
兵
」
　
（
上
欄
「
ジ
ョ
」
）
、
「
輯
睦
」
　
（
上
欄

江
戸
時
代
元
禄
十
三
年
刊
、
袋
綴
装
、
「
防
陽
多
賀
宮
文
庫
」
印
ア
リ
、
訓
点

附
刻
、
朱
書
・
墨
書
書
入
レ
、

（
刊
記
）
　
元
禄
十
三
歳

辰
二
月
吉
日
華
洛
二
傑
通
衣
仰
角

風
月
勝
左
衛
門

（
版
心
記
）
　
風
月
板

平
成
三
年
八
月
二
十
一
日
　
藤
田
夏
紀
発
見
［
5
3
3
］

○
角
筆
ノ
仮
名
・
漢
字
、
行
間
・
上
欄
二
多
ク
ア
リ
、

角
筆
ノ
月
日
「
正
二
月

廿
九
日
」
ガ
巻
五
ノ
篭
ニ
ア
リ
、
「
許
」
「
讐
ノ
誓
、
「
熟
徒
」

「
重
臣
「
弥
覆
」
「
容
文
」
ノ
如
キ
字
音
表
記
ア
リ
、

県
回
2
6
　
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
前
集
（
内
題
）

江
戸
時
代
中
期
刊
、
袋
綴
装
、
印
ナ
シ
、
訓
点
附
刻
、

三
冊

墨
書
書
入
レ
ナ
シ
、
刊

記
ナ
シ
、

平
成
三
年
八
月
二
十
一
日
　
藤
田
夏
紀
発
見
［
5
3
1
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
上
欄
ニ
ア
リ
　
（
第
一
冊
ヨ
リ
確
認
）
、

県
図
2
7
　
豊
古
文
真
賓
（
後
集
）
　
　
　
　
　
　
　
二
冊

江
戸
時
代
寛
文
九
年
刊
、
袋
綴
装
、
墨
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
朱
書
・
墨
書
書

入
レ
、

（
刊
記
）
寛
文
九
配
年
初
冬
吉
辰

二
傑
通
玉
屋
町
上
村
次
郎
衛
門
新
刊

平
成
三
年
八
月
二
十
一
日
　
藤
田
夏
紀
発
見
［
5
3
5
］

）0
0

4（

○
角
筆
ノ
仮
名
・
漢
字
、
行
間
・
上
欄
二
多
ク
ア
リ
、

「
授
」
．
ノ
上
欄
ニ
「
乱
」
、

「
シ
ユ
永
ク
」
）
　
ノ
オ
段
長
音
ノ
短
呼
例
ア
リ
、

県
図
2
5
　
酵
胡
文
選
奔
訓
大
全

九
冊

「
樹
間
」
ノ
右
傍
ニ
「
シ
カ
ン
」
　
（
ジ
ュ
ー
ジ
）
、
「
醇
酎
」
ノ
右
傍
ニ
「
シ

ン
」
　
（
ジ
ュ
ン
ー
ジ
ン
）
、
「
趣
舎
」
ノ
右
傍
ニ
「
シ
」
　
（
シ
ュ
ー
シ
）
　
ノ
訊
音

ナ
ド
ア
リ
、

県
図
2
8
　
孟
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

江
戸
時
代
初
期
刊
、
袋
綴
装
、
朱
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
書
入
レ
、
刊
記



ナ
シ
、

平
成
三
年
八
月
二
十
二
日
　
岡
野
幸
夫
発
見
［
5
3
6
］

が

イ

ト

ウ

　

オ

ウ

ケ

キ

　

カ

ン

ス

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
ニ
ア
リ
、
「
亥
唐
」
「
横
逆
」
「
館
」
ナ
ド
ノ
例
ア
リ
、

県

図

2

9

　

謂

孟

子

再

刻

後

藤

鮎

　

　

　

　

　

　

　

一

冊

江
戸
時
代
天
保
十
一
年
刊
、
袋
綴
装
、
印
ナ
シ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
吾
人
レ
ナ
シ
、

（
刊
記
）
　
天
保
十
一
年
庚
子
孟
春
四
刻

平
成
三
年
八
月
二
十
二
日
　
岡
野
幸
夫
発
見
［
5
3
7
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
・
上
欄
ニ
ア
リ
、
「
迫
念
」
ノ
上
欄
ニ
「
犬
イ
レ
イ
」
、

「
慕
」
ニ
「
シ
ト
ヲ
」
ナ
ド
ア
リ
、

県
図
3
0
　
孟
子
　
（
内
題
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

江
戸
時
代
寛
文
五
年
刊
、
袋
綴
装
、
印
ナ
シ
、
訓
点
附
刻
、
朱
書
・
墨
書
書
入
レ
、

（
刊
記
）
寛
文
五
年
乙
巳
八
月
吉
日

平
成
三
年
八
月
二
十
二
日
　
岡
野
幸
夫
発
見
［
5
3
8
］

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

フ

　

　

　

　

⇒

ノ

至
尊
こ
ヲ
「
し
そ
ん
の
ふ
む
」
、
「
掃
二
批
糠
こ
ヲ
「
ひ
孝
は
ろ
を
」
ナ

ド
ト
ア
リ
、

県
図
3
3
　
小
撃
外
箱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

江
戸
時
代
延
賛
四
年
刊
、
袋
綴
装
、
「
防
陽
多
賀
宮
文
庫
」
印
ア
リ
、
訓
点
附

刻
、
朱
書
・
墨
書
書
入
レ
、

（
刊
記
）
延
碧
四
年
丙
辰
活
況
詩
文
堂
徹

（
版
心
記
）
　
山
崎
嘉
粘

平
成
三
年
八
月
二
十
二
日
　
柚
木
靖
史
発
見
［
5
4
1
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
二
多
ク
ア
リ
、
癖
ン
デ
〉
」
ノ
語
、

ノ
短
呼
例
ア
リ
、

県
図
3
4
　
古
文
真
賛
後
集

江
戸
時
代
中
期
刊
、
袋
綴
装
、
印
ナ
シ
、
訓
点
附
刻
、

入
レ
、
刊
記
ナ
シ
、

ヒ
ツ
キ
ヨ

「
畢
寛
」
　
ノ
オ
段
長
音

一
冊

朱
書
・
墨
書
・
自
書
書

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
等
ニ
ア
リ
、

県
図
3
1
　
託
詩
経
下

一
冊

江
戸
時
代
中
期
刊
、
袋
綴
装
、
印
ナ
シ
、
訓
点
附
刻
、
朱
書
・
墨
書
吾
人
レ
、

刊
記
ナ
シ
、

平
成
三
年
八
月
二
十
二
日
　
間
野
幸
夫
発
見
［
5
3
9
］

カ

イ

コ

　

　

シ

ヨ

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
・
上
欄
二
多
ク
ア
リ
、
「
懐
顧
」
「
焦
穫
」
ナ
ド
ア
リ
、

県
図
3
2
　
畑
種
古
文
異
質
（
後
集
）

江
戸
時
代
享
保
三
年
刊
、
袋
綴
装
、

シ
ョ
ウ

一
冊

「
防
陽
多
賀
宮
文
庫
」
印
ア
リ
、
他
二
墨

印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
書
入
レ
、

（
刊
記
）
享
保
三
年
戊
成
正
月
吉
旦

五
傑
橋
通
堕
竃
町
　
北
村
四
艮
兵
衛
板

平
成
三
年
八
月
二
十
二
日
　
柚
木
靖
史
発
見
［
5
4
0
］

○
角
筆
ノ
仮
名
・
漢
字
、
上
欄
・
行
間
二
多
ク
ア
リ
、

仮
名
ニ
ハ
平
仮
名
ヲ
用

一
ア

イ
ル
、
「
城
郭
甲
兵
」
ヲ
「
定
く
わ
く
、
せ
い
く
わ
く
こ
う
へ
い
」
、
「
履
二

平
成
三
年
八
月
二
十
二
日
　
柚
木
靖
史
発
見
［
5
4
2
］

シ

　

　

ア

ヤ

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
ニ
ア
リ
、
「
静
」
「
怪
」
ノ
如
ク
部
分
訓
ヲ
施
セ
ル
モ
ノ

多
シ
、
巻
末
ニ
「
寛
政
三
／
亥
菊
月
十
六
日
／
持
主
鐘
蔵
」
ノ
墨
書
ア
リ
1

県
図
3
5
　
古
文
真
賓
後
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

江
戸
時
代
貞
享
四
年
刊
、
袋
綴
装
、
印
ナ
シ
、
訓
点
附
刻
、
朱
書
・
墨
書
吾
人
レ
、

（
刊
記
）
貞
享
四
年
丁
卯
仲
春
吉
日

江
戸
日
本
橋
南
一
町
目

須
原
茂
兵
衛
刊
行

平
成
三
年
八
月
二
十
二
日
　
柚
木
靖
史
発
見
［
5
4
3
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
上
欄
・
行
間
二
多
ク
ア
リ
、
仮
名
ニ
ハ
平
仮
名
ヲ
交
エ
ル
、

ノ

　

ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ス

ル

ハ

　

ヲ

「
湛
然
之
域
」
ヲ
「
た
ん
セ
ん
ノ
ヒ
キ
ニ
」
、
「
慈
二
孤
弱
こ
ヲ
「
シ
ャ
ク

イ
ッ
ク
シ
ん
ス
ル
ハ
」
、
「
博
説
」
ヲ
　
「
ふ
へ
つ
」
　
ト
ス
ル
ナ
ド
ノ
例
ア
リ
、

県

図

3

6

　

詔

詩

経

再

刻

後

藤

鮎

　

　

　

　

　

　

　

一

冊

江
戸
時
代
後
期
刊
、
袋
綴
装
、
印
ナ
シ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
吾
人
レ
、
刊
記
ナ
シ
、

）94（



（
版
心
記
）
　
後
藤
鮎

平
成
三
年
八
月
二
十
二
日
　
柚
木
靖
史
発
見
［
5
4
4
］

ア

サ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
ニ
ア
リ
、
「
仇
」
　
（
ダ
ー
ザ
）
　
ノ
靴
音
、
「
袖
」
　
ノ
オ
段

長
音
ノ
短
呼
例
ア
リ
、
後
表
紙
見
返
ニ
「
成
八
月
吉
日
／
安
部
氏
」
ノ
墨
書

ア
リ
、

県
図
3
7
　
孟
子
　
（
内
題
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
冊

江
戸
時
代
寛
文
二
年
刊
、
袋
綴
装
、
印
ナ
シ
、
訓
点
附
刻
、
朱
書
・
墨
書
・
自

書
吾
人
レ
、

（
刊
記
）
寛
文
二
王
寅
年

三
月
吉
辰

平
成
三
年
八
月
二
十
二
日
　
岡
野
幸
夫
発
見
［
5
4
5
］

シ

ヤ

ウ

フ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コ

タ

ポ

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
二
多
ク
ア
リ
、
「
礪
婦
」
　
（
ヒ
ー
シ
）
　
ノ
詑
音
、
「
浩
亡
」

シ

ヤ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

イ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

キ

ヒ

ス

「
一
妾
」
　
ノ
オ
段
長
音
ノ
短
呼
、
「
供
道
」
「
穿
臆
」
　
ヤ
、
「
踵
」
　
ノ
　
「
キ
」

セ
ヒ

ニ
「
ク
」
　
ヲ
重
苦
シ
テ
「
キ
ビ
ス
」
「
ク
ビ
ス
」
　
ノ
両
語
ヲ
示
セ
ル
例
ナ
ド

ア
リ
、

県
図
3
8
　
書
経
道
春
鮎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
冊

江
戸
時
代
中
期
刊
、
袋
綴
装
、
「
防
陽
多
賀
宮
文
庫
」
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、

朱
書
吾
人
レ
、
刊
記
ナ
シ
、

平
成
三
年
八
月
二
十
二
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
5
4
6
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
・
上
欄
二
多
ク
ア
リ
、
後
表
紙
見
返
ニ
「
高
橋
主
殿

（
花
押
）
」
　
ノ
墨
書
ア
リ
、

県
図
3
9
　
大
学
章
句
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

江
戸
時
代
初
期
刊
、
袋
綴
装
、
「
防
陽
多
賀
宮
文
庫
」
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、

墨
書
・
朱
書
書
入
レ
、
刊
記
ナ
シ
、

平
成
三
年
十
月
二
十
二
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
5
4
7
］

シ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヒ

ヤ

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
ニ
ア
リ
、
「
帰
趣
」
　
（
シ
ュ
ー
シ
）
、
「
表
章
」

（
オ
段
長

音
ノ
短
呼
）
　
ナ
ド
ア
リ
、
巻
末
ニ
「
高
橋
主
殿
　
（
花
押
）
」
ノ
墨
書
ア
リ
、

県

図

4

0

　

譜

詩

経

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二

冊

江
戸
時
代
後
期
刊
、
袋
綴
装
、
印
ナ
シ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
書
入
レ
ナ
シ
、
刊

記
ナ
シ
、

平
成
三
年
八
月
二
十
二
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
5
4
8
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
中
空
白
部
ニ
ア
リ
　
（
第
二
冊
ヨ
リ
確
認
）
、
後
表
紙
見
返

ニ
「
石
川
姓
」
　
ノ
墨
書
ア
リ
、

県
図
4
1
　
青
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
九
冊

江
戸
時
代
元
禄
十
五
年
刊
、
袋
綴
装
、
「
昭
和
一
八
年
一
月
二
二
日
上
田
源
太

郎
寄
贈
」
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
朱
書
書
入
レ
、

（
政
）
右
正
誤
凡
二
十
三
　
荻
生
茂
卿
謹
識

（
版
心
記
）
　
元
禄
壬
午
年
　
松
会
堂

平
成
三
年
八
月
二
十
二
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
5
4
9
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
・
上
欄
ニ
ア
リ
、
「
塊
」
ノ
上
欄
ニ
「
カ
イ
」
ト
ア
ル

（
第
三
冊
）
　
ナ
ド
ナ
リ
、
第
八
冊
　
（
晋
書
九
、
三
十
六
丁
裏
）
ニ
角
筆
ニ
テ

「
先
生
万
歳
治
右
衛
門
久
隆
」
ノ
文
字
ア
リ
、

県
図
4
2
　
猷
辞
孟
子
道
春
訓
点
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
冊

江
戸
時
代
中
期
刊
、
袋
綴
装
、
印
ナ
シ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
書
入
レ
、
刊
記
ナ
シ
、

平
成
三
年
八
月
二
十
二
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
5
5
0
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
・
上
欄
二
多
ク
ア
リ
、
第
二
冊
ノ
後
表
紙
見
返
ニ
「
本

安
」
　
ノ
墨
書
ア
リ
、

県
図
4
3
　
論
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
冊

江
戸
時
代
初
期
刊
、
袋
綴
装
、
印
ナ
シ
、
訓
点
附
刻
、
朱
書
・
墨
書
・
自
書
雷

入
レ
、
刊
記
ナ
シ
、

平
成
三
年
八
月
二
十
二
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
5
5
1
］

○
角
筆
ノ
仮
名
・
漢
字
、
行
間
・
上
欄
二
多
ク
ア
リ
、
仮
名
ニ
ハ
平
仮
名
ヲ
交

お

こ

る

　

　

　

　

　

セ

コ

エ
ル
、
「
著
」
ナ
ド
、
「
成
功
」
ノ
短
音
化
ノ
例
ア
リ
、
後
表
紙
見
返
ニ
「
安

部
蓑
槌
」
ノ
墨
書
ア
リ
、

）05（



県
図
4
4
　
古
文
真
賛
後
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
冊

江
戸
時
代
中
期
刊
、
袋
綴
装
、
印
ナ
シ
、
訓
点
附
刻
、
朱
書
・
墨
書
吾
人
レ
、

刊
記
ナ
シ
、

平
成
三
年
八
月
二
十
二
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
5
5
2
］

イ
ン

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
二
多
ク
ア
リ
（
第
一
冊
ヨ
リ
確
認
）
、
「
飲
燕
」
（
エ
ン

ネ
ン

ー
ネ
ン
）
　
ノ
連
声
ノ
例
ア
リ
、
第
二
冊
後
表
紙
ニ
「
奈
良
屋
藤
之
丞
」
ノ
墨

書
ア
リ
、

県
図
4
5
　
易
経
再
刻
後
藤
鮎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
冊

江
戸
時
代
後
期
刊
、
袋
綴
装
、
印
ナ
シ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
書
入
レ
ナ
シ
、
刊

記
ナ
シ
、

平
成
三
年
八
月
二
十
二
日
　
柚
木
靖
史
発
見
［
5
5
3
］

○
角
筆
ノ
漢
字
、
上
欄
ニ
ア
リ
、
「
惟
」
「
興
」
ナ
ド
ナ
リ
、
第
一
冊
ニ
「
張
氏

／
張
令
読
」
ノ
墨
書
ア
リ
、

県
図
4
6
　
国
史
略
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
冊

江
戸
時
代
文
政
九
年
刊
、
袋
綴
装
、
浅
山
吾
三
氏
寄
贈
、
朱
印
二
項
ア
リ
、
訓

点
附
刻
、
墨
書
書
入
レ
ナ
シ
、

（
刊
記
）
文
政
丙
成
季
冬
刻
成

（
版
心
記
）
文
政
新
刻
　
巌
垣
東
園
先
生
編
国
史
暑
　
五
車
櫻
梓

平
成
三
年
十
月
四
日
　
間
野
幸
夫
発
見
［
6
0
0
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
・
上
欄
ニ
ア
リ
（
第
一
冊
ヨ
リ
確
認
）
、

県

図

4

7

　

㌍

世

説

新

語

補

　

　

　

　

　

　

　

　

　

九

冊

江
戸
時
代
中
期
刊
、
袋
綴
装
、
朱
印
二
顆
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
吾
人
レ
ナ

シ
、
刊
記
ナ
シ
、

（
政
文
）
重
刻
世
説
新
語
補
政
／
（
十
八
行
略
）
／
皇
和
安
永
己
亥
正
月
守
山

碕
允
／
明
謹
讃

平
成
三
年
十
月
四
日
　
岡
野
幸
夫
発
見
［
6
0
1
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
二
多
ク
ア
リ
、

県

図

4

8

　

譜

中

庸

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

冊

江
戸
時
代
後
期
刊
、
袋
綴
装
、
明
倫
館
版
、
「
河
野
蔵
書
」
印
ア
リ
、
訓
点
附

刻
、
墨
書
吾
人
レ
、
刊
記
ナ
シ
、

（
版
心
記
）
　
明
倫
館
蔵

平
成
三
年
十
月
五
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
6
0
2
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
上
欄
ニ
ア
リ
　
（
十
八
丁
裏
、
十
九
丁
表
ヨ
リ
確
認
）
、
他
二

角
筆
ノ
線
ア
リ
、
表
紙
見
返
ニ
「
河
野
蔵
（
朱
印
）
」
ノ
墨
書
ア
リ
、

県
図
4
9
　
霊
大
撃
後
藤
鮎
、
中
庸
、
孟
子
（
こ
～
（
四
）
、
論
語
（
こ
～
（
四
）

．
十
冊

江
戸
時
代
嘉
永
六
年
刊
、
袋
綴
装
、
「
大
正
七
年
四
月
廿
五
日
」
、
「
歩
兵
教
授

宣
章
」
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
喜
入
レ
、

（
版
心
記
）
後
藤
粘

（
刊
記
）
嘉
永
五
年
王
子
脱
月
朔
且
御
免
上
梓

嘉
永
六
年
芙
丑
仲
春
吉
旦
　
孝
允

平
成
三
年
十
月
五
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
6
0
3
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
・
上
欄
等
二
多
ク
ア
リ
、
第
十
冊
表
紙
見
返
二
角
筆
ノ

文
字
ア
リ
、

県
図
5
0
　
孝
経
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

江
戸
時
代
後
期
刊
、
袋
綴
装
、
明
倫
館
版
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
・
朱
書
書
入
レ
、

刊
記
ナ
シ
、

（
版
心
記
）
　
明
倫
館
蔵

平
成
三
年
十
月
五
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
6
0
4
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
主
二
上
欄
ニ
ア
リ
、
表
紙
見
返
ニ
「
鈴
木
滞
之
助
」
「
鈴
木

多
吉
」
　
ノ
墨
書
ア
リ
、

県
図
5
1
　
古
文
眞
賛
（
後
集
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

江
戸
時
代
中
期
刊
、
袋
綴
装
、
浅
山
吾
三
氏
寄
贈
、
朱
印
・
墨
印
ア
リ
、
訓
点

附
刻
、
墨
書
・
朱
書
古
人
レ
、
刊
記
ナ
シ
、
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平
成
三
年
十
月
四
日
　
柚
木
靖
史
発
見
［
6
0
5
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
・
上
欄
二
多
ク
ア
リ
、

県
図
5
2
　
古
文
眞
宮
前
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

江
戸
時
代
初
期
刊
、
袋
綴
装
、
浅
山
吾
三
氏
寄
贈
、
朱
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、

朱
書
・
墨
書
・
薄
青
書
書
入
レ
、
刊
記
ナ
シ
、

平
成
三
年
十
月
四
日
　
柚
木
靖
史
発
見
［
6
0
6
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
ニ
ア
リ
、
「
天
保
七
丙
中
秋
九
月
／
長
州
城
京
／
長
嶺

什
物
」
　
ノ
墨
書
ア
リ
、

県
図
5
3
　
翳
正
繚
文
章
軌
範
評
林
　
　
　
　
　
　
　
六
冊

江
戸
時
代
嘉
永
四
年
刊
、
袋
綴
装
、
「
古
川
氏
印
」
「
藤
原
永
久
」
印
ア
リ
、
訓

点
附
刻
、
墨
書
書
入
レ
ナ
シ
、

（
刊
記
）
　
嘉
永
四
年
辛
亥
冬
補
刻

（
版
心
記
）
　
「
津
鎮
雄
書
」
　
（
第
四
冊
巻
之
二
最
終
丁
）
、
「
埜
正
則
書
」
　
（
第
五

冊
巻
之
四
最
終
丁
、
第
六
冊
巻
之
五
・
七
ノ
最
終
丁
）
、
「
卯
銀
谷

書
」
　
（
第
六
冊
巻
之
六
最
終
丁
）

平
成
三
年
十
月
五
日
　
柚
木
靖
史
発
見
［
6
0
7
］

○
角
筆
ノ
漢
字
・
仮
名
、
上
欄
・
行
間
ニ
ア
リ
、

県
図
5
4
　
詩
経
集
註
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
冊

江
戸
時
代
中
期
刊
、
袋
綴
装
、
上
田
源
太
郎
氏
寄
贈
、
「
小
山
蔵
書
」
印
ア
リ
、

訓
点
附
刻
、
墨
書
・
朱
書
入
レ
、
刊
記
ナ
シ
、

平
成
三
年
十
二
月
十
五
日
　
白
井
大
介
発
見
［
6
2
9
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
ニ
ア
リ
　
（
第
一
冊
ヨ
リ
確
認
）
、
角
筆
ノ
線
ア
リ
　
（
第

二
冊
ヨ
リ
確
認
）
、

県

図

5

5

　

撃

論

語

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二

冊

江
戸
時
代
中
期
刊
、
袋
綴
装
、
墨
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
・
朱
書
書
入
レ
、

刊
記
ナ
シ

平
成
四
年
二
月
二
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
6
4
3
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
ニ
ア
リ
、
仮
名
ニ
ハ
平
仮
名
ヲ
交
エ
ル
、
後
表
紙
見
返

ニ
「
寛
延
額
之
五
月
廿
日
／
長
井
姓
／
三
河
（
花
押
）
」
ノ
墨
書
ア
リ
、

県
図
5
6
　
大
学
（
内
題
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

江
戸
時
代
安
政
二
年
刊
、
袋
綴
装
、
明
倫
館
版
、
「
周
防
囲
明
倫
館
図
書
印
」

印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
ナ
シ
、
墨
書
吾
人
レ
ナ
シ
、
刊
記
ナ
シ
、

（
版
心
記
）
　
明
倫
館
蔵

（
刊
記
）
安
政
乙
卯
新
銘
／
明
倫
館
蔵
版

平
成
四
年
二
月
十
九
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
6
4
4
］

○
角
筆
ノ
漢
字
・
線
・
印
ア
リ
、

県
図
5
7
　
書
経
上
後
藤
鮎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

江
戸
時
代
後
期
刊
、
袋
綴
装
、
「
明
倫
館
印
」
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
書

入
レ
、
刊
記
ナ
シ
、

（
版
心
記
）
　
後
藤
鮎

平
成
四
年
二
月
二
十
日
　
豊
田
尚
子
発
見
［
6
1
5
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
主
二
上
欄
ニ
ア
リ
、

県

図

5

8

　

琉

近

思

録

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

十

四

冊

江
戸
時
代
延
宝
六
年
刊
、
袋
綴
装
、
印
ナ
シ
、
訓
点
附
刻
、
朱
書
書
入
レ
、

（
刊
記
）
柳
馬
場
通
押
小
路
上
ル
町
　
吉
野
屋
権
兵
衛
刊
行

延
宝
六
年
戊
午
二
月
吉
辰

大
坂
高
富
橋
西
豆
町
目
　
吉
野
屋
五
兵
衛
刊
行

平
成
三
年
二
月
六
日
　
小
林
芳
規
発
見
［
4
2
2
］

チ

ウ

ヘ

ン

　

　

ト

カ

イ

テ

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
・
上
欄
二
多
ク
ア
リ
、
「
優
柔
厭
妖
」
「
蕩
」
ナ
ド
ア
リ
、

ト
ロ
ケ
テ

県
図
5
9
　
小
学
白
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
冊

江
戸
時
代
寛
政
十
一
年
刊
、
袋
綴
装
、
「
周
防
国
明
倫
館
図
書
印
」
「
楊
井
家
蔵
」

印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、

平
成
三
年
二
月
六
日
　
小
林
芳
規
発
見
［
4
2
3
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
上
欄
ニ
ア
リ
、
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禅
昌
寺
蔵
本
　
　
8
点
（
禅
1
～
禅
8
）
　
5
3
冊

禅

1

　

諾

孟

子

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

四

冊

江
戸
時
代
後
期
刊
、
袋
綴
装
、
印
ナ
シ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
書
入
レ
、
刊
記
ナ
シ
、

（
版
心
記
）
　
明
倫
館
蔵

（
第
一
冊
、
後
表
紙
）
　
周
南
偶
客
／
波
羅
陀
蔵
書
／
（
擦
消
）
／
囲
通
院

平
成
三
年
九
月
二
十
五
日
　
岩
川
直
子
発
見
［
5
5
8
］

○
角
筆
ノ
仮
名
、
行
間
・
上
欄
二
多
ク
ア
リ
、
角
筆
ノ
漢
字
「
八
月
終
」
「
原

田
姓
」
ト
ア
リ
、
角
筆
ノ
仮
名
ニ
ハ
　
「
徐
辟
」
ヲ
「
ジ
ヨ
シ
」
ト
ス
ル
訊
ア

ヨ

オ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

ヨ

ウ

フ

リ
、
「
長
幼
」
、
「
シ
ヨ
オ
　
（
「
餉
」
ノ
上
欄
）
」
「
妾
婦
」
ナ
ド
ア
リ
、

禅
2
　
港
南
鴻
烈
解
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
三
冊

江
戸
時
代
寛
文
四
年
刊
、
袋
綴
装
、
朱
印
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
吾
人
レ
ナ
シ
、

（
刊
記
）
寛
文
甲
辰
孟
陣
之
月

洛
下
　
道
客
　
石
質
鵜
子
直
訓
鮎

寺
町
　
書
林
　
前
川
権
兵
衛
印
行

平
成
三
年
九
月
二
十
五
日
　
岩
川
直
子
発
見
［
5
5
9
］

〇
第
十
冊
、
十
七
丁
裏
～
十
八
丁
表
ノ
上
欄
外
二
角
筆
ノ
漢
字
「
困
」
ヲ
習
字

風
二
八
字
書
ケ
リ
、

禅

2

　

㌍

首

楔

厳

義

疏

注

経

　

　

　

　

　

　

　

　

十

冊

江
戸
時
代
天
和
三
年
刊
、
袋
綴
装
、
印
ナ
シ
、
訓
点
附
刻
・
墨
書
・
朱
書
書
入
レ
、

（
刊
記
）
　
天
和
三
年
突
亥
上
冬
望
日
／
書
韓
伊
藤
五
郎
兵
衛
詩
梓

平
成
三
年
九
月
二
十
五
日
　
柚
木
靖
史
発
見
［
5
6
0
］

○
角
筆
ノ
漢
字
・
仮
名
ニ
ヨ
ル
注
文
多
シ
、
「
智
論
」
ニ
ッ
イ
テ
角
筆
ニ
テ

ハ

ヲ

　

ヒ

　

レ

ト

モ

「
一
巻
」
ト
注
シ
、
「
復
二
相
自
相
陵
奪
」
ノ
上
欄
二
角
筆
ニ
テ
「
訓
文
ニ
ハ

心
也
」
ト
注
ス
ル
ナ
ド
ア
リ
、

禅
4
　
禅
儀
外
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

江
戸
時
代
寛
永
十
年
刊
、
袋
綴
装
、
印
ナ
シ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
・
朱
書
書
入
レ
、

（
刊
記
）
寛
永
芙
未
九
月
吉
祥
日

二
傑
通
玉
屋
町
村
上
平
楽
寺

開
板

平
成
三
年
九
月
二
十
五
日
　
岩
川
直
子
発
見
［
5
6
1
］

○
角
筆
ノ
仮
名
及
ビ
漢
字
ノ
吾
人
レ
殆
ド
各
貢
ニ
ア
リ
、

リ
ウ
・
卒
酎
　
ス
タ
ヤ
カ
ナ
ル
ヲ

「
柳
爾
」
「
健
　
⊥

ユ

ウ

　

　

　

　

ケ

イ

　

タ

テ

ノ

フ

リ

ヲ

「
其
華
」
「
由
来
」
「
双
経
」
「
稗
販
」
ナ
ド
ア
リ
、
又
「
此
人
」
ノ
注
二
角

ツ

タ

　

　

　

　

　

　

　

キ

ン

筆
ニ
テ
「
此
抄
非
也
此
ノ
師
ヲ
俗
美
シ
ク
」
ト
ア
リ
、

禅

5

　

髭

法

華

要

解

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

五

冊

江
戸
時
代
初
期
刊
、
袋
綴
装
、
朱
印
一
顆
・
黒
印
二
顆
ア
リ
、
訓
点
附
刻
、
墨

書
・
朱
書
書
入
レ
、
刊
記
ナ
シ
、

（
表
紙
見
返
）
　
（
各
冊
）
　
黙

（
裏
表
紙
遊
紙
）
　
（
各
冊
）
岸
呂
村

（
第
一
冊
ノ
ミ
）
　
柴
法
寺

平
成
三
年
九
月
二
十
五
日
　
柚
木
靖
史
発
見
［
5
6
2
］

○
角
筆
ノ
仮
名
ノ
訓
点
、
全
冊
ニ
ワ
タ
リ
多
シ
、
「
噂
ッ
ご
憧
ル
二
や
」

ク
ワ
ン

「
翫
好
」
ナ
ド
ア
リ
、

禅
6
　
洲
妙
法
蓮
華
経

江
戸
時
代
元
禄
三
年
刊
、

袋
綴
装
、
印
ナ
シ
、
訓
点
附
刻
、

ウ
ル
ヲ
（
ヒ
）

九
冊

墨
書
書
入
レ
、

）35（

（
刊
記
）
元
禄
三
群
年
文
月
下
絃

大
阪
平
野
町
梅
植
木
／
灰
屋
三
艮
右
衛
門

平
成
三
年
九
月
二
十
五
日
　
柚
木
靖
史
発
見
［
5
6
3
］

○
角
筆
ノ
仮
名
ト
漢
字
、
一
箇
所
ア
リ
、
他
二
符
号
多
シ
、

禅
7
　
維
摩
経

十
冊

江
戸
時
代
寛
永
十
八
年
刊
、
袋
綴
装
、
印
ナ
シ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
・
朱
書
吾

人
レ
、（

刊
記
）
寛
永
十
八
辛
巳
季
秋
／
吉
且
書
梓
中
野
遺
也

平
成
三
年
十
二
月
十
一
日
　
岩
城
裕
之
発
見
［
6
4
0
］

マ
イ
ヒ
メ

○
角
筆
ノ
仮
名
ト
漠
字
句
ア
リ
、
仮
名
ハ
　
「
妓
女
」
ナ
ド
ア
リ
、
漠
字
句
ハ
本



文
「
群
生
」
ニ
角
筆
ニ
テ
「
一
切
衆
生
」
ト
傍
書
シ
、
「
宝
蓋
」
ニ
角
筆
ニ

テ
「
三
千
世
界
」
ト
傍
書
ス
ル
ナ
ド
ノ
注
解
ヲ
示
セ
リ
、

禅
8
　
賓
別
受
八
戒
作
法
　
（
内
題
）

江
戸
時
代
延
賛
九
年
刊
、
袋
綴
装
、
印
ナ
シ
、
訓
点
附
刻
、
墨
書
・

（
刊
記
）
延
賓
九
辛
酉
年
季
春
下
幹
日

烏
丸
通
岡
部
源
兵
衛
　
柳
馬
場
村
井
九
艮
兵
衛

平
成
三
年
十
二
月
十
一
日
　
岩
城
裕
之
発
見
［
6
4
1
］

○
角
筆
ノ
片
仮
名
ノ
訓
点
ア
リ
、

東
福
寺
蔵
本
　
　
4
点
（
乗
1
～
乗
4
）
　
4
冊

乗
1
　
多
々
長
氏
譜
牒
外
覚
書

江
戸
時
代
中
期
写
、
袋
綴
装
、
印
ナ
シ
、
墨
書
・
朱
書
吾
人
レ
、

一
冊

朱
書
書
入
レ
、

一
冊奥

書
ナ
シ
、

平
成
三
年
九
月
二
十
一
日
　
柚
木
靖
史
発
見
［
5
5
4
］

○
角
筆
ノ
漢
字
ニ
テ
「
牟
大
陸
」
ト
注
セ
リ
、
ソ
ノ
上
こ
、
朱
書
ニ
テ
「
牟
大

陸
」
ト
重
書
ス
、

乗
2
　
乗
福
寺
記
録
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

江
戸
時
代
中
期
写
、
袋
綴
装
、
印
ナ
シ
、
墨
書
・
朱
書
吾
人
レ
、
奥
書
ナ
シ
、

平
成
三
年
九
月
二
十
一
日
　
楽
竹
民
発
見
［
5
5
5
］

○
本
文
墨
書
「
二
世
」
ノ
左
傍
ニ
、
角
筆
ニ
テ
、
漢
字
ト
覚
シ
キ
「
二
」
ア
リ
、

乗
3
　
琳
聖
大
子
宝
剣
来
由
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

江
戸
時
代
後
期
写
、
袋
綴
装
、
印
ナ
シ
、
墨
書
書
入
レ
、

（
奥
書
）
南
明
山
主
項
門
生
拝
撰

平
成
三
年
九
月
二
十
一
日
　
　
突
竹
民
発
見
［
5
5
6
］

○
巻
末
ノ
宝
剣
図
ノ
下
絵
ト
シ
テ
、
角
筆
ノ
凹
ミ
ヲ
用
イ
タ
リ
、

乗
4
　
南
明
山
葵
如
来
来
由
記
（
内
題
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

江
戸
時
代
中
期
写
、
袋
綴
装
、
印
ナ
シ
、
墨
書
古
人
レ
、
奥
書
ナ
シ
、

平
成
三
年
九
月
二
十
一
日
　
東
竹
民
発
見
［
5
5
7
］

○
角
筆
ニ
テ
、
訂
正
符
、
補
入
符
ト
思
シ
キ
線
ア
リ
、

龍
蔵
寺
蔵
本
　
　
1
点
（
一
巻
）

龍
1
　
蘇
悉
地
掲
羅
供
養
法
巻
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
巻

平
安
中
期
書
写
、
寛
平
法
皇
加
点
、
巻
子
本
、
楕
交
リ
斐
紙
、
巻
首
虫
損
、
墨

界
、
一
行
十
七
字
（
但
シ
十
六
字
ノ
所
モ
ア
リ
）
、
角
筆
点
（
仮
名
、
ヲ
コ
ト

点
・
慈
覚
大
師
点
、
平
安
中
期
）
、
朱
点
（
ヲ
コ
ト
点
ノ
ウ
チ
ノ
星
点
ノ
ミ
、

角
筆
点
ノ
上
カ
ラ
ナ
ゾ
ル
）
、
表
紙
欠
、
天
地
二
七
・
四
糎
、
界
高
二
〇
・
八

糎
、
界
幅
二
・
〇
乃
至
二
・
二
糎
、
一
紙
長
五
五
・
三
糎
、
二
十
紙
、
尾
題
ナ

シ
、
奥
書
ナ
シ
、

（
内
題
）
項
恋
地
掲
羅
供
養
法
巻
上

○
角
筆
ノ
仮
名
・
漢
字
ト
ヲ
コ
ト
点
、
全
巻
二
施
サ
レ
、
全
文
ノ
訓
読
可
能
ナ

リ
、
ヲ
コ
ト
点
ハ
慈
覚
大
師
点
、
仮
名
字
体
ハ
東
山
御
文
庫
蔵
周
易
抄
、
東

寺
観
智
院
金
剛
蔵
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
、
同
蔵
胎
蔵
略
述
、
同
蔵
三
親
王
潅
頂

時
儀
式
昼
作
法
、
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
、
随
心
院
蔵
無

畏
三
蔵
禅
要
（
以
上
、
平
安
中
期
書
写
本
）
　
ノ
仮
名
字
体
ト
完
全
二
一
致
シ
、

寛
平
法
皇
ノ
加
点
下
見
ラ
ル
、
ア
行
ノ
「
衣
」
ト
ヤ
行
ノ
「
エ
」
ト
ヲ
区
別

シ
、
平
安
中
期
十
世
紀
前
半
期
ノ
加
点
ナ
ル
コ
ト
ガ
証
セ
ラ
ル
、

ヽ
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